
朝
鮮
甲
午
改
革
以
後
の
商
業
的
農
業

38 （812）

1
三
爾
地
方
を
中
心
に
一

宮

亀画

博

史

門
要
約
】
　
一
八
九
四
年
は
、
甲
午
農
民
戦
争
お
よ
び
そ
れ
に
促
追
さ
れ
つ
つ
行
な
わ
れ
た
甲
午
改
革
と
い
っ
た
一
連
の
出
来
事
に
よ
り
、
朝
鮮
近
代
史
上
、

一
つ
の
画
期
を
な
す
年
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
甲
午
以
後
複
雑
な
展
開
を
示
す
朝
鮮
社
会
の
歴
史
的
変
動
を
規
定
し
た
も
っ
と
も
奥
深
い
要
因
で
あ
る
農

村
謡
縫
灘
轟
報
謝
禽
獣
呂
鍵
劉
論
叢
謎
読
繁
卿
僧
強
意
多
く
の
分
野
で
轟
…

併
合
」
時
よ
り
も
進
ん
で
い
た
こ
と
、
◎
そ
の
担
い
手
と
し
て
自
小
作
上
農
層
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
㊨
彼
ら
を
中
核
と
し
て
下
か
ら
農
畏
的
　
W

土
地
所
有
を
環
指
す
動
き
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
朝
鮮
植
民
地
化
の
基
礎
事
業
た
る
「
土
地
　
一

調
査
畜
業
」
の
強
行
は
、
こ
の
よ
う
な
甲
午
以
後
の
商
業
的
綾
業
を
解
体
・
再
編
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
　
五
七
巻
穴
号
　
【
九
七
匹
年
｝
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
八
九
四
年
全
羅
道
古
筆
に
発
生
し
、
中
・
南
部
朝
鮮
全
体
に
波
及
し
た
甲
午
農
民
戦
争
は
、
朝
鮮
近
代
史
上
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
国
内
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
農
民
戦
争
を
自
ら
の
力
で
は
鎮
圧
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
李
朝
国
憲
男
生

の
弛
緩
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
り
、
農
野
面
の
要
求
を
反
映
し
た
甲
午
改
革
に
よ
っ
て
社
会
体
認
・
階
級
関
係
は
新
た
な
変
動
の
様
様
を
帯
び

て
く
る
。
　
一
方
、
国
際
的
に
見
て
も
、
甲
午
農
民
戦
争
鎮
崖
を
契
機
と
し
て
起
こ
っ
た
ヨ
清
戦
争
に
勝
利
し
た
写
本
は
、
朝
鮮
に
対
す
る
経
済

的
・
政
治
的
侵
略
を
本
格
化
し
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
B
本
の
侵
略
自
体
が
、
日
清
戦
争
を
契
機
と
し
た
極
策
に
お
け
る
帝
国
主
義
体
制
の
形
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①

成
の
一
環
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
甲
午
農
民
戦
争
を
直
接
の
契
機
と
し
た
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
蜜
時
の
朝
鮮
経
済
の
基
幹
部
門
で
あ
っ
た
農
業
生
産
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
即
ち
、
甲
午
改
革
に
よ
る
税
調
の
統
一
化
・
金
納
化
や
国
内
通
行
税
の
廃
止
、
農
業
生
産
の
中
心
地
帯

で
あ
っ
た
三
南
地
方
（
忠
清
道
・
全
羅
道
・
慶
尚
道
の
総
称
）
の
木
浦
・
群
山
・
馬
山
の
開
港
等
に
よ
り
、
農
村
へ
の
商
品
経
済
の
浸
透
が
深

ま
る
と
と
も
に
、
日
本
人
が
直
接
的
生
産
過
程
に
も
侵
入
し
始
め
る
と
い
う
新
た
な
要
因
も
加
わ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
農
村
経
済
は
非
常
に
複

雑
な
展
開
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
朝
鮮
農
業
が
ま
さ
に
激
動
期
と
名
付
け
得
る
に
相
応
し
い
大
変
動
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
を
考
察
の
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

従
来
の
研
究
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
の
農
村
経
済
を
扱
っ
た
も
の
は
、
そ
の
重
要
性
に
比
し
て
極
め
て
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え

　
②
な
い
。
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
こ
の
時
期
の
農
村
経
済
を
本
格
的
に
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
金
食
墜
氏
の
最
近
の
一
連
の
論
稿

　
　
　
　
　
③

が
あ
る
だ
け
で
、
他
の
研
究
は
農
民
瞬
争
や
商
業
・
貿
易
と
の
関
連
で
少
し
触
れ
て
い
る
か
、
或
い
は
日
本
人
の
土
地
侵
略
の
実
態
の
暴
露
に

止
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
甲
午
以
後
の
農
村
経
済
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
政
治
状
況
（
特
に
開
化
運
動
の
新
た
な
段
階
）
の
よ
り
深
い
理
解

の
た
め
に
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
李
朝
後
期
の
農
村
経
済
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
臼
本
に
よ
る
「
土
地
調
査
事
業
」
の
歴
史
的
意

義
を
確
定
す
る
た
め
に
も
、
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
が
、
本
稿
は
そ
う
し
た
視
点
か
ら
研
究
上
の
空
白
を
埋
め
る
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

的
作
業
の
一
環
に
外
な
ら
な
い
。
な
お
そ
の
際
、
問
題
を
照
午
以
後
の
糠
南
地
方
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
発
展
と
い
う
こ
と
に
絞
り
、
主
要

作
物
ご
と
の
商
業
的
農
業
の
特
徴
と
そ
れ
を
担
っ
た
農
民
層
を
検
出
す
る
と
と
も
に
、
耳
隠
の
農
村
で
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
階
級
対
立
の
実
態

を
浮
彫
り
に
し
よ
う
と
努
め
た
。

①
井
口
和
起
「
盆
踊
岡
盟
と
日
本
の
朝
鮮
侵
略
t
屡
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
へ

　
の
・
　
過
程
」
（
『
潤
本
史
研
究
』
田
鰻
号
所
収
、
一
九
六
六
年
）

②
　
こ
の
期
の
研
究
が
少
な
い
と
い
う
研
究
史
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

　
「
朝
鮮
封
建
宋
期
農
業
史
研
究
の
新
た
な
動
向
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
会
報
』
三
四
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号
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

③
　
「
高
強
飯
の
均
田
収
賭
問
題
」
　
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
文
理
科
大
学
瀬
瀬
文
化
研
究

　
所
編
『
東
亜
文
化
』
第
八
輯
所
収
、
一
九
六
八
年
）
、
「
光
武
年
間
の
蒲
田
製
業
に

　
関
す
る
…
研
究
」
　
（
高
麗
大
学
校
亜
細
亜
問
題
研
究
所
編
『
亜
総
亜
研
究
』
第
三

　
一
号
所
収
、
　
九
六
九
年
）
、
「
光
武
豊
田
の
思
想
基
盤
一
膳
務
監
理
金
星
圭
の

　
社
会
経
済
論
」
　
（
同
上
四
八
母
所
収
、
一
九
七
二
年
）
、
「
韓
末
・
B
帝
下
の
地
主

　
柵
i
事
例
一
：
江
華
金
氏
家
の
秋
収
記
を
通
じ
て
み
た
地
主
経
営
」
（
『
東
亜
文

　
化
』
第
一
…
輯
所
収
、
一
九
七
二
年
）
、
「
夢
心
・
日
心
慰
の
地
主
制
i
事
例
二

　
：
載
寧
日
拓
｝
農
場
に
お
け
る
地
主
経
営
の
変
動
」
　
（
韓
国
史
研
究
会
編
『
韓
国
史

　
研
究
』
八
所
収
、
一
九
七
二
年
）
こ
れ
ら
金
満
の
諸
力
作
は
大
変
参
考
と
な
る
が
、

　
第
一
に
甲
午
以
後
の
農
業
変
動
の
全
体
像
、
及
び
田
－
午
以
前
と
の
段
階
的
差
異
等

　
に
つ
い
て
は
不
明
確
な
こ
と
、
第
二
に
甲
午
以
後
の
農
業
変
動
が
目
本
の
植
民
地

　
化
政
策
を
い
か
に
規
定
し
た
か
に
つ
い
て
の
考
察
が
不
十
分
な
こ
と
、
の
二
点
に

　
つ
い
て
な
お
発
展
き
せ
ら
れ
る
べ
き
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

㊥
　
姜
在
彦
氏
は
申
午
改
革
以
後
の
｛
八
九
穴
～
九
八
年
夏
鵬
化
運
動
発
展
の
第
二

　
期
と
し
て
、
謝
化
思
想
の
大
衆
へ
の
浸
透
を
主
張
さ
れ
て
い
る
　
（
「
独
立
新
聞
・

　
独
立
協
会
・
万
民
共
同
会
」
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
第
九
集
』
所
収
、
及
び
「
李

　
朝
末
期
の
実
力
培
養
”
自
強
運
動
」
『
思
想
』
一
九
七
三
年
三
号
所
収
）
。
姜
馬
の

　
こ
の
主
張
に
は
大
変
教
え
ら
れ
る
所
が
多
い
が
、
し
か
し
開
化
思
想
の
浸
透
が
見

　
ら
れ
た
の
を
都
市
部
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
。

⑤
本
稿
で
は
商
業
的
農
業
と
い
う
概
念
を
次
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
て
い
る
。
即

　
ち
、
遙
か
以
前
か
ら
あ
っ
た
照
家
・
地
主
に
よ
る
必
需
晶
・
薯
修
品
調
達
の
た
め

　
の
税
米
・
生
産
物
地
代
の
「
商
品
」
化
や
、
襲
属
に
よ
る
非
自
給
的
必
需
晶
と
の

　
交
換
、
総
じ
て
使
用
価
値
獲
得
を
目
的
と
す
る
「
商
品
」
化
（
購
買
の
た
め
の
販

　
売
）
と
は
区
別
さ
れ
る
、
交
換
価
値
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
農
民
の
商
品
生

　
産
の
謂
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
崎
隆
三
「
江
戸
後
期
に
お
け
る
農
村

　
経
済
の
発
展
と
農
民
層
分
解
」
　
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
近
世
踏
所
収
）
三
三

　
四
頁
を
参
照
。

40 （814＞

第
【
章
　
商
業
的
農
業
の
発
展
と
そ
の
特
徴

　
当
時
の
史
料
と
し
て
は
も
っ
と
も
信
愚
性
の
高
い
と
思
わ
れ
る
貿
易
統
計
を
見
て
み
る
と
、
一
八
九
五
年
あ
た
り
を
境
と
し
て
輸
出
入
額
と

も
ほ
ぼ
二
～
三
倍
に
増
加
し
、
そ
れ
以
後
漸
増
を
続
け
な
が
ら
、
一
九
〇
六
・
七
年
頃
か
ら
ま
た
新
た
な
段
階
に
入
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
一
八
九
五
年
以
後
の
貿
易
量
の
増
加
で
は
、
米
・
大
豆
の
輸
出
と
、
綿
製
品
の
輸
入
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
。
米
・
大
豆
・
綿
製
品
は
何

れ
も
、
当
時
の
農
村
経
済
の
中
心
部
を
占
め
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
貿
易
量
の
増
大
は
農
業
生
産
構
造
そ
の
も
の
の
再
編
成
を

惹
き
起
こ
さ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。

　
　
其
原
野
ノ
状
況
ヲ
見
ル
ニ
瘡
痩
ノ
地
貫
ク
ハ
浸
水
ノ
場
ニ
ア
ラ
ザ
ル
限
り
ハ
概
ネ
開
墾
セ
ラ
レ
テ
今
や
殆
ン
ト
荒
蕪
ノ
地
ヲ
見
ル
コ
ト
稀

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ニ
、
其
農
作
方
法
種
蒔
ツ
テ
モ
旧
式
乍
ラ
周
到
二
行
ハ
ル
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
、
唯
タ
排
水
灌
溜
ノ
法
及
ビ
耕
転
、
挿
秩
、
施
肥
除
草
等
人
智
ヲ
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第一表　　貿　　　易　　　統　　言十

年度1
総輸入額

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
G
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

7
？
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
σ

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　188，246円

　126，569

　244，545

　566，955

　978，014

1，873，976

1，562，169

2，178，400

　793，734

1，671，65P．

2，474，185

2，815，441

3，046，443

3，377，815

4，727，839

5，256，468

4，598，485

3，880，155

5，831，563

8，088，213

6，531，324

10，067，514

11，825，249

10，307，830

11，01E　，590

14，822，003

13，657，063

18，374，814

27，034，345

31，959，582

29，534．857

41，611，530

41，021，436

36，646，256

39，737，039

うち綿製品

　　11，623円

　54，250

　167，894

　477，222

　768，467

　147，157

　178，640

　912，856

　497，593

1，122，359

1，305，731

1，894，324

1，961，932

1，709，142

2，674，807

2，874，837

2，185，073

1，733，458

2，494，544

4，713，755

3，478，924

5，273．119

5，185，406

5，384，460

5，764，990

6，182，912

5，561．400

6，ee9，321

8，456，940

12，005，922

8，208，706

12，552，862

11，340，330

9，297，045

11，508，521

総輸詞藻 米輸出高 豆類輸出高

　92，518円

　58，759

　181，469

　612，174

1，256，225

2，23e，296

1，768，619

1．656，e78

884，060

388，023

504，225

804，996

867，058

1，233，841

3，550，478

3，366，344

2，443，739

1，698，116

2，311，215

2，481，808

4，728，700

8，973，869

5，709，489

4，997，845

9，439，867

8，461，949

8，317．070

9，47Z603

6，933，504

6，904，301

8，132，844

16，479，834

13，463，947

15，399，678

18，868，177

15，012

　3，454

11，627

339，645

3e3，387

147，778

56，628

121．015

1工1，371

271，845

　　　円
4，195，309

3，524，619

4，224，721

1，300，790

889，273

1，603，648

7，558，505

6，484，831

5，53e，557

6，277，752

　　　石

　474
13，045

66，867

92，756

44，925

2，716

6，549

　　15

千石
122

363

695

261

198

446

579

395

432

131

91

148

756

642

641

　　　石
1，109

7，934

21，746

22，406

35，818

51，793

　　？

1，215

　　　置
55，902

74，660

9Z194

197，526

工52，123

119，683

79，88・　　担i

51，531　273，729”H h
lol，793　473，091　1

138，348　647，131

　　　　667，876

　　　　399，485

　　　　723，575

　　　円
1，890，674

1，801，394

1，675，975

2，515，467

2，696，583

3，602，703

3，935，652

3，494，026

3，779，05e

5，726，082

〔出典〕　○総輸出入額及び綿製晶輪入額は梶村秀樹「李朝宋期朝鮮の繊維製品の生産及び流通状況

　　　　　　　1876年開国直緩の綿業のデー一・・タを中心に　　」に依る。ただし総輸出額の1898～1900

　　　　　年分は梶村論文では抜けているので儒夫食平r韓半島』p．626に依り補った。

　　　　○米・豆類輸出高1877～1884年分はi湊徳根「李氏朝鮮開港直後に於ける朝日貿易の展開」

　　　　　に依る。豆類は大豆のみ。1887～1896年分は開申励「米穀の綿肺流出」に依る。1895～

　　　　　1909年の米輸出高は小早川九郎r朝鮮農業発達史発達編』p．383に依る。1894～1899年

　　　　　の豆類輸出高はr韓半島』p．　643に依る。1901～1910年分は朝鮮総督府r朝鮮輸移出入

　　　　　品十五年対照衰』p．16に依る。
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①

　
要
ス
ベ
キ
ノ
点
二
於
テ
之
レ
が
改
良
ヲ
待
ッ
ヘ
キ
モ
ノ
頭
ル
多
シ
ト
ナ
ス

と
い
う
よ
う
に
日
本
人
の
目
に
映
っ
た
農
業
生
産
力
の
下
で
、
農
業
生
産
構
造
の
再
編
成
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。
主
な
作
物
ご

と
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
｝
　
栄

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
既
に
仁
徳
相
・
韓
沽
肋
・
金
容
愛
の
諸
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
甲
午
改
革
以
前
に
も
米
の
輸
出
は
か
な
り
の
量
に
の
ぼ
っ
て

お
り
、
そ
の
社
会
的
影
響
も
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し
な
お
そ
の
輸
繊
額
は
年
々
の
豊
凶
に
左
右
さ
れ
て
極
め
て
不
安
定
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
っ
た
。
甲
午
改
革
に
よ
る
地
租
の
金
納
化
（
こ
れ
は
甲
午
改
革
の
幾
多
の
改
革
中
で
も
っ
と
も
徹
底
し
て
実
行
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
）
は
、

そ
れ
ま
で
最
大
の
現
物
租
税
作
物
で
あ
っ
た
米
の
商
品
化
に
一
大
契
機
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
米
の
商
口
㎜
化
・
輸
出
は
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
段
階
に
入
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
当
時
産
業
革
命
を
経
験
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
が
恒
常
的
な
米
の
輸
入
国
に
変
わ
る
と
い
う
、
有
利
な

市
場
条
件
が
作
用
し
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。
金
替
愛
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
京
畿
道
江
華
鳥
で
は
開
港
前
の
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
九
四
年
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
に
米
価
は
四
・
五
倍
に
、
｝
八
九
四
年
か
ら
一
九
〇
四
年
に
か
け
て
五
・
二
倍
に
跳
ね
上
っ
て
お
り
、
米
価
騰
貴
に
よ
る
利
益
を
求
め
て
米

の
流
通
量
が
増
加
し
て
く
る
の
が
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
米
の
商
贔
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
慶
尚
南
北
道
や
全
羅
南
道
に
比
べ
て
水
利
の
不
十
分
で
あ
っ
た
全
羅
北
道
に
お
い
て
灌
概
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

備
の
た
め
の
努
力
が
見
ら
れ
た
り
、
　
「
近
来
米
価
の
著
し
く
騰
貴
せ
し
為
め
水
稲
の
裁
培
に
は
大
に
力
を
尽
し
一
般
に
施
肥
量
を
増
加
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

傾
向
を
生
ず
る
に
至
り
し
は
吾
人
の
快
と
す
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
、
施
肥
量
の
増
加
を
示
す
例
が
あ
る
の
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
い
う
例
は
あ
る
に
せ
よ
、
全
体
と
し
て
は
、
後
述
す
る
大
豆
や
棉
花
・
綿
布
生
産
に
比
べ
、
稲
作
の
場
合
は
そ
れ
ほ
ど
著
し
い
生
産
方
式

の
変
動
は
無
か
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
当
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
米
の
商
事
化
過
程
の
特
質
と
相
論
っ
て
実

は
重
大
な
問
題
を
内
包
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
米
の
商
品
化
の
過
程
を
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
当
時
の
米
の
商
才
化
の
特
質
を
考
え
る
の
に
示
唆
的
な
史
料
を
掲
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朝鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

げ
よ
う
。

　
　
尤
工
、
収
穫
以
後
圏
正
月
以
前
迄
静
々
玄
米
ノ
廻
来
ヲ
見
ル
コ
ト
ア
リ
之
レ
小
作
人
等
力
年
末
計
算
ノ
準
備
ト
シ
テ
其
所
得
米
ヲ
売
急
ク
ニ

　
因
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
多
量
ノ
籾
ヲ
貯
蔵
ス
ル
大
地
主
甲
掛
リ
テ
ハ
生
活
上
余
裕
ア
ル
カ
故
二
販
売
ヲ
急
カ
ス
静
カ
ニ
時
機
ヲ
見
テ
当
港
二
廻
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
シ
出
冗
放
ツ
ヲ
常
…
ト
セ
リ
…
…

米
の
商
品
化
は
、
小
作
人
に
お
い
て
は
現
金
獲
得
の
た
め
の
窮
迫
販
売
と
し
て
、
地
主
に
お
い
て
は
利
潤
銀
髪
の
手
段
と
し
て
、
ま
っ
た
く
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

立
し
た
形
で
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
米
の
輸
出
に
よ
る
利
益
を
求
め
た
の
は
地
主
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
　
『
皇
城
新
聞
』
光
武
三
年

（一

ｪ
九
九
）
一
一
月
一
八
巳
付
の
「
重
弁
伝
信
」
と
い
う
記
事
は
、
　
観
察
使
や
郡
守
が
利
を
早
ろ
う
と
し
て
租
税
で
米
を
何
万
石
も
買
い
、
港
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

積
置
い
て
ソ
ウ
ル
の
米
市
場
で
値
の
上
が
る
の
を
待
っ
て
い
る
、
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
米
の
商
品
化
の
担
い
手
は
大
量
の
米
を
小
作

料
と
し
て
受
取
る
地
主
や
官
僚
層
が
主
た
る
老
で
あ
り
、
次
に
述
べ
る
大
豆
に
比
し
て
、
い
わ
ば
上
か
ら
の
商
品
化
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。

　
な
お
こ
の
時
期
の
も
う
「
つ
の
特
徴
と
し
て
、
米
の
商
品
化
の
進
展
・
輸
出
の
盛
行
に
よ
る
利
益
を
求
め
て
、
商
人
層
の
活
発
な
商
活
動
が

見
ら
れ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
　
当
時
の
米
の
流
通
は
、
　
ふ
つ
う
、
　
直
接
生
産
者
ま
た
は
地
主
↓
地
方
市
場
に
お
け
る
小
規
模
な
穀
物
商

一
↓
・
中
央
市
場
に
お
け
る
大
商
人
と
い
う
ル
ー
ト
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
に
は
次
の
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
央
市
場
に

お
け
る
大
商
人
が
直
接
生
産
者
と
の
結
び
付
き
を
強
め
る
よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
以
前
に
お
い
て
は
此
等
小
口
の
放
論
穀
物
は
穀
商
に
依
っ
て
論
集
さ
れ
、
更
に
各
中
央
市
場
に
搬
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
当
国

　
米
・
豆
が
外
国
市
場
に
輸
出
さ
れ
る
の
を
見
る
に
至
っ
て
中
央
市
場
に
お
け
る
需
要
が
益
々
増
加
し
、
商
人
が
直
接
産
地
に
行
っ
て
買
い
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
め
に
努
力
し
た
り
、
或
い
は
収
穫
に
先
立
っ
て
小
作
農
民
に
代
価
を
給
し
て
売
買
を
予
約
す
る
こ
と
が
盛
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
商
業
資
本
の
生
産
者
支
配
と
い
う
事
態
と
関
連
し
て
、
秋
に
は
農
村
か
ら
都
会
へ
搬
出
さ
れ
た
米
が
春
に
な
る
と
都
会
か
ら
逆
送
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
る
現
象
が
毎
年
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
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米
を
日
本
へ
輸
出
す
る
場
合
は
、
日
本
人
輸
出
商
が
中
央
市
場
で
朝
鮮
人
大
商
人
の
組
織
す
る
紳
商
組
合
か
ら
買
入
れ
る
場
合
が
多
く
、
こ

の
時
期
に
は
日
本
商
人
と
直
接
生
産
者
と
の
結
び
付
き
ば
殆
ん
ど
兇
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
二
　
大
豆

　
（
　
大
豆
は
、
開
港
以
前
に
は
商
情
作
物
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
開
港
以
後
輸
出
の
途
が
開
け
た
こ
と
に
よ

り
、
米
と
並
ん
で
商
品
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
商
贔
化
の
過
程
は
米
の
場
合
と
は
か
な
り
様
相
を
異
に
し
て
い
た
。
大
豆
の
場

合
は
、
商
品
化
の
進
展
が
耕
作
技
術
の
進
歩
を
伴
っ
て
い
た
点
が
ま
ず
特
徴
的
で
あ
る
。

　
　
由
来
全
羅
道
ハ
大
、
小
豆
ノ
産
出
、
僅
少
且
品
質
不
良
到
底
肥
料
以
上
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
従
テ
他
開
港
場
輸
出
二
心
ル
モ
ノ
ニ
比
シ
常
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
遜
色
ア
リ
往
々
世
人
ノ
度
外
視
シ
テ
顧
ミ
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
シ
カ
、
近
来
当
地
方
韓
農
ハ
此
等
雑
穀
ノ
作
付
二
藍
モ
注
意
ヲ
加
フ
ル
ト
同
時
品

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
へ
　
リ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ダ
　

　
質
又
改
善
シ
其
輪
出
高
開
港
以
前
二
倍
葎
ス
ル
ノ
景
況
ト
ナ
レ
ル
者
ハ
是
レ
全
ク
当
地
開
港
後
彼
等
二
進
歩
的
一
大
識
量
ヲ
与
ヘ
タ
ル
現
象

　
　
　
　
⑬

　
ナ
リ
…
…

従
来
大
豆
栽
培
の
あ
ま
り
盛
ん
で
な
か
っ
た
全
羅
道
に
お
い
て
さ
え
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
豆
栽
培
の
中
心
地
で
あ
っ
た
慶
尚

道
（
特
に
北
道
）
で
は
こ
れ
と
同
様
の
事
態
は
一
層
顕
著
に
見
ら
れ
た
。

　
　
霊
皿
シ
慶
W
陶
道
二
於
テ
モ
大
豆
ノ
謹
僻
額
臨
時
シ
ク
配
摺
加
シ
タ
ル
ハ
凡
十
年
来
ノ
裏
”
ニ
テ
甘
パ
頃
ヨ
リ
我
邦
二
於
テ
朝
鮮
大
豆
ノ
需
一
霞
年
々
増
加
シ

　
農
家
ノ
利
益
モ
亦
少
給
ラ
ザ
ル
ヨ
リ
新
一
一
山
野
ヲ
拓
キ
テ
大
豆
ヲ
播
種
ス
ル
モ
ノ
多
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
下
等
田
ノ
如
キ
モ
大
豆
圃
ト
ナ
リ
又
ハ

　
田
ノ
朧
、
畑
ノ
畦
ニ
モ
之
ヲ
蒔
付
ク
ル
薯
ト
ナ
リ
テ
随
ヒ
テ
其
産
額
殆
ド
前
日
二
倍
器
セ
リ
（
大
豆
熱
ハ
棉
作
ニ
モ
多
少
ノ
影
響
ヲ
及
ボ
シ

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
従
来
厳
守
セ
シ
処
モ
趣
向
ヲ
変
ヘ
テ
大
豆
ヲ
種
へ
之
ヲ
売
り
テ
金
巾
木
棉
等
ヲ
購
フ
ノ
傾
キ
ト
ナ
リ
タ
レ
バ
棉
ノ
産
額
ハ
却
テ
減
少
セ
リ
ト

　
、
、
、
、
⑭

　
ノ
事
ナ
リ
）

大
豆
作
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
生
産
力
発
展
を
基
礎
と
し
た
煮
魚
化
の
深
化
の
要
因
と
し
て
、
姜
暴
落
茂
は
、
米
と
大
豆
の
栽
培
条
件
の
栢
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
、
大
豆
の
市
場
価
格
の
安
定
の
二
点
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
よ
り
基
本
的
な
要
因
と
し
て
は
、
封
建
時
代
に
お
け
る
最
大
の
搾
取
対
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象
で
あ
っ
た
米
と
、
自
給
自
足
を
原
則
と
し
て
い
た
大
豆
と
の
相
違
が
挙
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
自
給
自
足
的
な
大
豆
に
あ
っ

て
は
市
場
が
急
速
に
開
け
た
こ
と
に
よ
り
耕
作
技
術
を
発
展
さ
せ
増
産
を
図
る
余
地
が
十
分
に
残
さ
れ
て
い
た
が
、
米
の
場
合
は
封
建
体
謝
の

下
で
そ
れ
な
り
の
技
術
水
準
が
実
現
さ
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
旧
式
乍
ラ
周
到
二
行
ハ
ル
ル
モ
ノ
ノ
如
」
き
状
態
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
そ
の
耕
作
技
術
の
更
な
る
発
展
は
大
豆
に
比
べ
て
困
難
で
あ
っ
た
と
雷
え
よ
う
。

　
耕
作
技
術
発
展
の
難
易
度
に
つ
い
て
の
米
と
大
豆
の
相
違
は
、
そ
の
発
展
を
担
い
う
る
層
の
違
い
、
地
域
差
の
問
題
を
視
野
に
入
れ
る
時
、

一
層
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
く
る
。
米
の
生
産
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
よ
り
大
き
な
追
加
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
負
担
に
堪
え
得
る

層
が
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
大
豆
の
生
産
力
発
展
は
農
民
の
階
層
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
度
合
が
小
さ
く
、
貧
農
層
に
あ
っ
て
も
商
晶
化

を
目
的
と
し
た
大
豆
作
の
拡
張
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
大
豆
の
商
晶
化
は
広
範
な
農
民
層
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、

米
と
対
比
し
て
下
か
ら
の
商
品
化
が
進
ん
で
い
た
と
推
測
し
う
る
。
生
産
額
で
は
米
の
一
割
く
ら
い
し
が
な
か
っ
た
大
豆
が
、
輸
出
額
で
は
米

に
匹
敵
す
る
だ
け
の
額
を
占
め
て
い
る
の
も
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な
大
豆
の
商
品
化
を
短
い
得
る
農
民
層
の
広
さ
の
問
題
と
、
何
よ
り
も
関
連

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
言
え
ば
、
日
本
が
も
っ
と
も
欲
し
た
商
晶
腸
米
の
輸
出
に
つ
い
て
は
朝
鮮
農
民
、
特
に
下
層
農
民

の
犠
牲
の
上
で
の
み
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
大
豆
と
米
の
商
品
化
を
比
較
し
た
場
合
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
点
は
、
地
域
差
の
問
題
で
あ
る
。
筆
者
の
推
定
に
依
れ
ば
、
大
豆
の
商
品
化

が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
慶
尚
北
道
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
米
の
商
品
化
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
全
羅
北
道
と
忠
清
南
島

　
　
　
⑯

で
あ
っ
た
。
少
し
後
の
時
期
の
こ
れ
ら
三
道
に
お
け
る
農
民
の
階
級
構
成
を
見
て
み
る
と
、
全
北
・
忠
南
で
は
地
主
の
力
が
非
常
に
強
い
が
、

慶
北
で
は
地
主
の
比
重
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
米
と
大
豆
の
商
品
化
の
特
徴
が
地
域
差
の
問
題
と
関
連
し
て
、

三
道
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
あ
り
方
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
た
め
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

　
一
二
　
棉
非
化
・
綿
布

　
（
　
梶
村
秀
樹
玩
は
労
作
一
、
李
朝
末
期
朝
鮮
の
繊
維
製
贔
の
生
産
及
び
流
通
状
況
～
一
八
七
六
年
開
国
直
後
の
綿
業
の
デ
ー
タ
を
中
心
に
～
」
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（『

t
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
六
冊
所
帯
、
一
九
六
八
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
の
綿
業
を
洋
貨
の
土
布
市
場
奪
取
過
程
と
と
ら
え
、
一
九
〇
〇

年
前
後
の
紡
績
糸
輪
入
の
停
滞
と
シ
！
チ
ン
グ
輸
入
の
増
大
を
根
拠
と
し
て
、
綿
業
に
お
け
る
植
罠
地
的
構
造
へ
の
転
換
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
実
際
の
綿
業
生
産
の
状
況
を
み
る
と
、
梶
村
氏
の
整
理
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
以
下
、
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
棉
花
生
産
の
状
況
と
し
て
は
、
地
域
的
分
業
化
が
益
々
進
み
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
繋
恋
さ
れ
る
。
甲
午
改
革
以
前
に
は
悪
税
・
大
同
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

等
を
木
綿
で
徴
収
し
た
地
域
が
南
部
で
は
か
な
り
多
く
、
そ
の
た
め
に
棉
作
か
ら
織
布
ま
で
を
行
な
う
農
家
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
甲
午
改
革

で
木
綿
に
よ
る
租
税
徴
収
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、
綿
業
に
お
け
る
社
会
的
分
業
化
の
進
展
の
一
大
画
期
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
豆
の
項
で

述
べ
た
よ
う
に
、
慶
尚
道
や
全
羅
道
で
従
来
棉
花
を
栽
培
し
て
い
た
畑
に
大
豆
を
栽
培
す
る
例
が
か
な
り
広
範
に
見
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
一
つ

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
特
に
慶
尚
道
は
従
来
棉
花
生
産
の
中
心
地
の
一
つ
で
あ
り
、
甲
午
改
革
前
に
も
そ
の
産
額
は
多
額
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ

こ
で
棉
花
↓
大
豆
の
転
換
が
大
規
模
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

　
そ
れ
で
は
、
棉
花
栽
培
を
大
豆
栽
培
に
切
り
換
え
た
農
民
た
ち
は
、
自
家
消
費
用
の
綿
製
品
を
い
か
に
し
て
調
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
に
は
三
つ
の
方
法
が
あ
り
え
た
。
第
一
の
方
法
は
、
国
附
の
他
地
域
か
ら
原
棉
ま
た
は
木
綿
の
形
で
移
入
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
棉
花
ハ
近

年
韓
人
ノ
栽
培
二
注
意
ス
ル
所
ア
リ
テ
其
生
育
最
モ
良
ク
目
下
尺
余
二
塁
ヘ
リ
而
カ
モ
作
付
反
別
ハ
年
々
増
加
シ
ツ
ツ
ア
レ
バ
今
秋
二
於
ケ
ル

産
額
ハ
著
シ
キ
増
加
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
」
「
（
全
当
務
安
部
二
於
ケ
ル
）
棉
ノ
耕
地
御
難
三
年
以
前
ヨ
リ
ハ
ニ
倍
二
黒
拡
セ
ラ
レ
木
浦
二
於
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ル
価
額
好
況
ノ
為
写
実
棉
ノ
儘
輸
出
セ
ラ
ル
ル
秘
匿
リ
勢
ヒ
木
綿
ノ
製
織
ハ
漸
次
減
少
セ
ソ
ト
ス
ル
ノ
状
態
二
在
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の

時
期
に
は
慶
尚
道
に
お
け
る
棉
作
の
減
少
を
補
う
形
で
、
全
羅
黒
道
へ
の
裏
作
の
集
中
が
見
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
際
、
大
豆
と
同
様
に
耕
作
技

術
の
向
上
を
伴
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
全
繭
に
お
い
て
も
す
べ
て
の
農
家
が
棉
作
を
拡
大
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
一
般
市
中
二
搬
出
セ
ラ
レ
タ
ル
実
質
ノ
需
要
無
理
農
民
其
ノ
大
多
数
ヲ
占
ム
ル
ハ
各
地
其
ノ
軌
ヲ
ー
ニ
ス
之
レ
金
作
ノ
盛
ソ
ニ
行
脚
ル
ル

　
地
方
二
於
テ
モ
農
家
必
ラ
ス
シ
モ
皆
ナ
之
ヲ
為
ス
ニ
ア
ラ
ス
全
押
傷
道
二
於
テ
モ
農
家
中
棉
作
ヲ
行
ハ
サ
ル
モ
ノ
敢
テ
紗
ナ
カ
ラ
ヌ
（
中
略
）

　
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
之
レ
韓
国
農
家
ハ
棉
作
州
比
較
的
労
費
ヲ
要
ス
ル
諏
ト
多
ク
又
或
ハ
土
性
上
ヨ
リ
或
ハ
連
作
ノ
関
係
ヨ
リ
棉
作
地
ヲ
得
ル
コ
ト
容
易
ナ
ラ
サ
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も
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ

　
ル
カ
故
二
土
地
ヲ
所
有
ス
ル
コ
ト
多
ク
資
産
ア
ル
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
難
シ
ト
称
ス
ル
ニ
因
ル
カ
如
シ
去
レ
ハ
棉
作
ヲ
藁
紙
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も

　
ル
農
家
ハ
自
家
用
ト
シ
テ
必
要
ナ
ル
棉
花
ハ
之
ヲ
市
二
求
ム
ル
ヲ
常
ト
ス
又
農
家
中
田
ハ
蕾
二
自
家
用
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
専
ラ
販
売
口
供
ス
ヘ
キ

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
醗

　
木
綿
ノ
生
産
ヲ
為
ス
ノ
目
的
ヲ
以
テ
其
ノ
原
料
ヲ
購
入
ス
ル
ア
り

こ
の
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
棉
花
・
綿
布
生
産
に
お
け
る
社
会
的
分
業
は
農
昆
の
階
層
に
よ
る
経
営
の
分
化
を
伴
い
つ
つ
進
展
し
て
お
り
、

し
か
も
棉
花
生
産
に
お
い
て
は
雇
傭
労
働
の
導
入
さ
え
一
般
的
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
一
九
〇
四
年
頃
に
は
金
南
一
道
の
実
棉
収

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

穫
量
が
四
〇
〇
万
貫
、
木
浦
海
関
経
由
の
綿
織
物
移
出
量
が
五
〇
七
、
三
七
六
疋
と
巨
大
な
額
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
以
上
述
べ
た
こ
と
が
こ
の

数
字
か
ら
も
傍
証
さ
れ
よ
う
。
な
お
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
上
の
二
つ
の
数
宇
が
一
九
一
〇
年
当
時
の
棉
花
生
産
高
・
綿
織
物
流

通
量
と
比
べ
て
遙
か
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
残
り
二
つ
の
方
法
は
何
れ
も
輸
入
品
を
購
入
す
る
方
法
で
あ
り
、
外
国
製
品
を
織
物
と
い
う
完
成
贔
の
形
で
購
入
す
る
か
、
紡
績
糸
と
い
う

半
製
品
の
形
で
購
入
す
る
か
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
梶
村
氏
は
一
九
〇
〇
年
を
境
と
し
て
前
者
の
方
法
が
後
者
を
圧
倒
し
て
い
く
と

主
張
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
紡
績
糸
輸
入
は
一
九
〇
一
～
三
年
に
か
け
て
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
に
朝
鮮
国
内
に
お
け
る
棉
花
の
豊
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
紡
績
糸
輸
入
の
ピ
ー
ク
は
一
九
〇
五
～
七
年
の
間
に
き
て
い
る
。
綿
織
物
輸
入
と
紡
績
糸
輸
入
を
比
較
す
る
と
、
後

者
の
方
が
在
来
の
綿
業
生
産
様
式
の
面
体
と
再
編
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
朝
鮮
も
そ
の
例
外

で
は
な
か
っ
た
。

　
　
右
の
如
く
我
紡
績
糸
需
要
が
近
来
著
し
く
増
加
せ
し
は
世
人
の
知
悉
せ
る
密
な
る
が
、
今
内
地
を
視
察
せ
し
人
の
談
話
に
依
れ
ば
、
我
紡

　
績
糸
を
原
料
と
し
て
木
綿
を
製
織
す
る
の
法
は
追
々
内
地
に
蔓
延
し
、
黄
海
道
辺
の
如
き
は
到
る
処
の
農
家
之
を
製
織
せ
ざ
る
も
の
な
き
程

　
に
て
、
一
瞬
の
紡
績
糸
は
三
疋
（
一
疋
の
丈
凡
う
我
五
趣
二
尺
）
の
木
綿
を
製
織
し
得
、
達
者
の
者
は
五
日
間
に
三
疋
を
製
織
し
了
る
と
の

　
事
な
り
、
下
れ
ば
今
一
玉
の
一
7
5
価
弐
円
六
拾
銭
と
す
れ
ば
一
疋
の
元
価
は
八
拾
六
銭
六
厘
に
て
、
一
疋
弐
円
四
拾
銭
に
売
却
す
る
と
せ
は
、

　
一
日
の
手
間
は
九
十
二
銭
に
当
る
箕
当
に
て
随
分
利
益
あ
る
仕
事
な
り
、
又
忠
清
道
方
面
に
て
は
恰
も
我
賃
機
と
も
云
ふ
画
き
方
法
を
採
り
、
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原
料
を
供
し
手
間
賃
に
て
製
織
せ
し
め
た
る
に
、
尚
ほ
一
反
に
付
き
六
銭
の
利
益
あ
り
た
れ
ば
今
後
益
々
此
方
法
を
進
む
べ
し
と
｝
言
ひ
居
る

　
由
、
紡
績
糸
需
要
の
増
加
も
偶
然
な
ら
ず
と
云
ふ
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

日
本
の
賃
機
に
比
す
べ
き
こ
の
よ
う
な
織
物
生
産
は
、
忠
清
道
だ
け
で
な
く
全
羅
・
慶
尚
道
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、
輸
入
紡
績
糸
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

利
用
し
な
が
ら
販
売
を
嗣
的
と
し
た
手
織
業
が
広
範
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
章
で
利
用
す
る
当
時
の
戸
籍
の
職
業
欄
に
「
織
」
と
記
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
明
ら
か
に
こ
の
部
類
に
属
す
る
と
雷
え
よ
う
。
し
か
し
、
　
「
織
」
が
職
業
の
者
は
殆
ん
ど
が
寡
婦
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
は
ま
だ
手
織
業
が
男
子
の
専
業
に
ま
で
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
更
に
石
屋
さ
れ
る
の
は
、
手
織
機
の
改
良
の
た
め
の
努
力
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
『
皇
域
新
聞
』
に
は
、
光
武
四
年
（
一
九
〇
〇
）
に
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

州
在
の
李
鴬
笛
と
い
う
人
が
手
製
の
織
布
機
を
発
明
し
、
毎
臼
四
〇
尺
を
織
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
記
事
や
、
同
じ
年
に
李
仁
基
と

い
う
人
が
織
造
機
を
発
明
し
六
〇
元
で
発
売
す
る
と
い
う
記
事
等
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
織
布
機
が
ど
の
程
度
普
及
し
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
生
産
手
段
の
改
良
に
よ
っ
て
手
織
業
の
生
産
性
が
徐
々
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
前
掲
梶
村
論
文
に
依
れ
ば
、
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

午
改
革
以
前
に
は
日
本
の
「
地
機
」
や
門
田
舎
機
』
と
同
種
の
織
機
を
用
い
て
綿
布
一
疋
を
織
り
上
げ
る
の
に
五
二
を
必
要
と
し
た
。
と
こ
ろ

が
先
に
引
用
し
た
黄
海
道
の
例
で
は
、
熱
練
者
な
ら
五
日
間
で
三
疋
を
製
織
す
る
の
も
可
能
で
あ
る
と
雷
う
の
だ
か
ら
、
生
産
性
は
三
倍
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
李
泰
鎮
の
発
明
し
た
織
布
機
で
は
一
巳
に
四
〇
尺
、
従
っ
て
五
日
で
は
三
・
五
疋
強
（
一
疋
1
1
二
反
－
一
五
六
尺
）
を
織
る
こ

と
が
で
き
る
勘
定
と
な
る
。
な
お
紡
糸
に
つ
い
て
は
甲
午
改
革
前
後
で
生
産
性
は
高
ま
っ
て
お
ら
ず
（
一
疋
分
の
糸
を
紡
ぐ
の
に
五
日
必
要
）
、

こ
の
織
布
と
紡
糸
爾
工
程
の
生
産
性
の
ズ
レ
が
機
械
製
綿
糸
導
入
の
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
厳
中
平
氏
に
依
れ
ば
、
手
織
業
の
自
給
生
産
か
ら
商
贔
生
産
へ
の
転
換
の
た
め
に
は
、
十
分
な
販
売
市
場
の
存
在
・
十
分
な
綿
糸
の
供
給
・

生
産
工
具
の
改
良
の
三
つ
の
条
件
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
期
の
朝
鮮
に
お
い
て
は
第
二
の
条
件
は
十
分
に
満
た
さ
れ
て
お
り
、
第
三
の
条
件

に
つ
い
て
も
不
十
分
な
が
ら
前
進
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
市
場
の
問
題
に
し
て
も
、
先
の
第
一
の
方
法
の
所
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
土
布

生
産
は
購
本
や
英
国
製
の
綿
織
物
類
に
完
全
に
圧
倒
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
社
会
的
分
業
の
深
化
に
伴
っ
て
帯
場
を
拡
大
し
つ
つ
さ
え
あ
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朝鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
新
た
に
発
展
し
て
き
た
輸
入
紡
績
糸
を
利
用
し
た
手
織
生
産
は
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
に

一
歩
手
前
の
聞
屋
制
家
内
工
業
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
で
は
こ
れ
ら
三
つ
の
方
法
の
中
で
ど
れ
が
も
っ
と
も
優
勢
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
梶
村
氏
は
第
二
の
方
法
H
外
国
製
綿
織
物
輸
入
が
一
九
〇
〇

年
以
後
決
定
的
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
以
上
の
検
討
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
第
一
と
第
三
の
方
法
も
広
範
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
何
れ
が
決

定
的
と
も
言
え
な
い
状
況
が
一
九
〇
五
年
頃
ま
で
は
続
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
在
来
の
綿
業
生
産
様
式
の
変
革
は
、
む
し
ろ
第
一
と
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
㊨

の
方
法
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
部
分
的
に
は
紡
績
・
織
布
業
で
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
経
営
、
工
場
経
営
も
出
現
し
つ
つ
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
綿
山
顛
の
流
通
過
程
を
見
て
お
く
と
、
こ
こ
で
は
米
の
場
合
以
上
に
日
本
商
人
の
力
は
弱
か
っ
た
。
英
国
製
の
生
金
巾
・
シ
ー
チ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

グ
輸
入
が
中
国
商
人
に
握
ら
れ
て
い
た
の
は
雷
う
ま
で
も
な
い
が
、
日
本
製
の
シ
ー
チ
ン
グ
や
小
口
木
綿
・
紡
績
糸
の
輸
入
に
お
い
て
も
、
朝

鮮
商
人
や
中
国
商
人
の
カ
の
方
が
遙
か
に
強
大
で
あ
っ
た
。
　
門
近
頃
仁
川
ノ
本
邦
売
込
商
工
就
キ
澄
清
韓
三
国
商
人
競
争
ノ
趨
勢
ヲ
聞
ク
ニ
本

邦
商
人
ハ
到
底
清
韓
商
人
ト
競
争
ヲ
持
続
ス
ル
能
ハ
ス
清
商
モ
亦
タ
早
晩
韓
商
ノ
為
メ
ニ
圧
倒
セ
ラ
ル
ル
ヲ
免
ヌ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ハ
紡
績
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ノ
取
扱
ハ
終
二
韓
商
ノ
独
占
二
帰
ス
ル
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
よ
う
な
史
料
は
枚
挙
に
邊
な
い
。
そ
し
て
日
本
商
人
に
対
す
る
朝
鮮
商
人
の
優
位
性

の
原
因
と
し
て
、
資
本
規
模
が
圧
倒
的
に
違
う
こ
と
、
土
地
の
状
況
に
通
じ
て
い
て
延
売
り
が
可
能
な
こ
と
、
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
開
港

場
に
お
け
る
日
本
製
贔
輸
入
に
つ
い
て
さ
え
こ
の
よ
う
な
有
様
だ
っ
た
か
ら
、
内
地
の
商
品
流
通
を
日
本
商
人
が
把
握
す
る
こ
と
な
ど
到
底
不

可
能
で
あ
っ
た
。

賜
煙
草

　
（
　
次
に
、
棉
花
に
つ
い
で
重
要
な
特
用
作
物
で
あ
っ
た
煙
草
の
生
産
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
煙
草
栽
培
は
既
に
7
八
世
紀
以
後
商
業
的
農
業
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
発
展
し
て
き
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
も
販
売
を
目
的
と
す
る
栽
培
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
　
「
煙
箪
主
産
地
ニ
チ
ハ
大
抵
毎
戸
之

ヲ
栽
培
ス
レ
ト
モ
一
町
歩
以
上
栽
培
ス
ル
モ
ノ
稀
レ
ニ
シ
テ
多
ク
ハ
五
反
歩
ヨ
リ
玉
入
歩
ノ
間
ニ
ア
リ
　
自
家
用
料
ト
シ
テ
栽
培
ス
ル
モ
ノ
ハ
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⑰

二
十
坪
乃
至
六
十
坪
以
内
ト
ス
」
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
販
売
を
図
的
と
す
る
栽
培
で
は
、
輪
栽
・
施
肥
等
の
点
で
非
常
に
集
約
的
な
栽
培
法

が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
晦
・
な
お
こ
こ
で
爆
風
し
て
お
き
た
い
の
は
・
こ
の
特
記
の
煙
草
の
生
犠
が
・
棉
花
の
場
合
と
同
様
に
「
併

合
」
時
と
比
べ
る
と
極
め
て
多
額
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
羅
北
道
を
例
に
と
る
と
、
　
一
九
〇
二
年
の
全
州
・
鎮
安
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

九
地
方
の
煙
草
産
額
は
約
一
五
五
万
貫
で
、
米
に
次
ぐ
産
物
で
あ
っ
た
が
、
　
九
〇
九
年
に
は
全
北
全
体
で
三
五
万
貫
強
と
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
に
は
全
北
に
お
い
て
も
米
の
単
作
化
は
「
併
合
」
時
ほ
ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
米
以
外
の
商
品
作
物
も
重
要
な
比
重

を
占
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
煙
草
の
商
品
化
の
過
程
を
簡
単
に
毘
て
お
く
と
、
市
場
で
の
売
り
手
と
し
て
は
耕
作
者
と
売
買
業
者
が
あ
り
、
主
産
地
近
く
の
大
都
市
に
は

煙
草
仲
買
聞
屋
（
別
名
南
草
主
と
も
称
す
）
が
い
て
「
手
に
貿
い
受
け
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
仲
買
問
屋
は
、
地
方
の
売
買
業
者
や
耕
作
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

資
金
を
貸
付
け
る
買
占
人
と
し
て
、
彼
ら
に
対
す
る
「
資
本
家
」
の
よ
う
な
地
位
に
あ
っ
た
と
い
う
。

励
疏
菜
類

　
（
　
朝
鮮
人
の
食
生
活
に
お
い
て
競
歩
の
占
め
る
位
置
は
、
劇
画
な
漬
物
類
の
材
料
と
し
て
、
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
、
特
に
都

市
周
辺
で
は
都
市
の
旙
大
な
疏
菜
消
費
を
目
的
と
し
て
、
一
八
世
紀
以
降
も
っ
と
も
進
ん
だ
商
業
的
農
業
が
発
達
し
て
い
た
。
開
港
後
は
都
市

人
口
の
増
大
に
よ
っ
て
、
一
層
商
業
的
農
業
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
と
思
わ
れ
る
。
野
菜
類
の
中
で
も
中
心
的
な
作
物
で
あ
っ
た
白
菜
に
つ

い
て
は
、
　
「
其
栽
培
法
ノ
如
キ
頗
ル
懇
到
極
メ
テ
集
約
ナ
ル
露
地
栽
培
ト
シ
テ
殆
ン
ト
間
然
ス
ル
処
ナ
ク
韓
人
ノ
栽
培
ト
シ
テ
精
巧
ノ
極
致
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

達
シ
タ
ト
リ
云
フ
モ
可
ナ
リ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
非
常
に
集
約
的
な
農
業
と
し
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
た
め
に
「
本
邦
人
ニ
シ
テ
野
菜
ノ

試
作
ヲ
為
ス
モ
ノ
多
キ
モ
凡
テ
虫
害
ノ
為
メ
成
功
ヲ
収
メ
難
ク
之
レ
畢
寛
地
味
ノ
関
係
二
依
亦
作
法
ノ
差
違
二
依
ル
コ
ト
少
ナ
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
⑭

減
却
テ
韓
人
的
作
法
ヲ
採
ル
方
良
好
ナ
ル
ベ
シ
」
と
ま
で
雷
わ
れ
た
。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
上
層
農
家
で
は
沈
菜
栽
培
収
入
の
占
め
る

割
合
が
そ
の
面
積
に
比
し
て
頗
る
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
五
つ
の
作
物
の
外
に
も
、
人
蓼
・
楮
・
大
麻
・
苧
麻
等
の
商
品
作
物
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
人
蓼
を
除
い
て
十
分
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な
史
料
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
人
蓼
は
そ
の
生
産
地
が
北
部
地
方
で
あ
る
た
め
、
そ
の
検
討
は
省
く
が
、
た
だ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

蓼
に
つ
い
て
も
こ
の
時
期
と
「
併
合
」
時
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
前
者
の
方
が
遙
か
に
大
き
な
産
額
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

朝鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

　
本
章
で
は
甲
午
改
革
以
後
の
南
部
朝
鮮
に
お
け
る
農
業
生
産
の
変
動
を
、
主
要
作
物
ご
と
に
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
○
甲
午
改
革
以
後
の
農
業
生
産
の
変
動
の
特
徴
を
一
言
で
言
え
ば
農
業
に
お
け
る
商
贔
経
済
化
の
進
展
－
社
会
的
分
業
の
発
展
で
あ
り
、
そ

　
の
底
流
と
し
て
農
業
生
産
力
発
展
の
た
め
の
努
力
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
時
期
の
商
業
的
農
業
は
棉
花
・
煙
草
・
人
蓼
等
の

　
重
要
な
部
門
で
、
後
の
時
期
よ
り
も
進
ん
で
い
た
。

　
○
同
じ
商
業
的
農
業
の
成
長
と
言
っ
て
も
、
作
物
の
種
類
に
よ
り
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。
そ
の
心
墨
的
な
も
の
は
米
の
場
合
の
上
か
ら

　
の
コ
ー
ス
と
、
大
豆
の
場
合
の
下
か
ら
の
ロ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
フ
ー
ス
は
、
前
者
は
全
羅
北
道
・
忠
清
南
蛮
、
後
者
は
慶
尚
北
道

　
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
後
に
日
本
に
よ
っ
て
商
業
的
農
業
が
解
体
・
再
編
さ
せ
ら
れ
て
い
く
際
の
道
ご
と
の
農
民
層
分

　
解
の
あ
り
方
の
差
異
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　
○
し
か
し
こ
の
蒔
期
に
は
二
つ
の
コ
ー
ス
の
ど
ち
ら
か
が
一
方
的
に
進
む
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
様
々
な
商
口
化
の
タ
イ
プ
が
併
存
し
な
が

　
ら
、
農
民
の
階
級
分
化
・
分
解
を
惹
き
起
こ
し
て
い
た
。

　
○
商
業
的
農
業
の
成
長
に
伴
い
、
問
屋
制
家
内
工
業
（
織
布
業
）
や
商
業
資
本
の
生
産
者
支
配
（
米
・
煙
草
）
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
現
象
は

　
梶
村
氏
の
主
張
す
る
よ
う
な
前
期
的
・
封
建
的
な
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
小
商
品
経
済
（
販
売
の
た
め
の
生
産
）
が
朝
鮮
に
お
い
て
も
一
般

　
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。

以
上
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
農
業
に
お
け
る
商
品
経
済
化
の
進
展
は
、
農
罠
の
階
級
・
階
層
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
あ
ら
わ
れ
方
を
し
て
い
た

こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
本
章
で
も
商
贔
化
の
二
つ
の
コ
ー
ス
と
し
て
そ
の
点
に
若
干
触
れ
た
が
、
な
お
農
罠
の
階
級
・
階
層
差
と
い
う
問
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題
は
基
本
的
に
捨
象
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
こ
の
問
題
を
導
入
し
て
、
階
層
ご
と
の
農
業
経
営
内
容
の
相
違
や
、
商
業
的
農
業
の

担
い
手
等
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
①
　
日
本
外
務
省
通
商
局
編
『
通
商
彙
纂
』
一
九
〇
四
年
＝
号
所
蚊
「
引
潮
慶
尚

　
　
道
大
邸
府
ノ
状
況
」
三
六
頁
。
傍
点
は
引
用
者
、
以
下
同
じ
。

　
②
　
姜
徳
相
「
李
氏
朝
鮮
開
港
直
後
に
於
け
る
朝
日
貿
易
の
展
開
」
（
『
歴
史
学
研
究
』

　
　
二
六
五
号
所
収
、
　
｝
九
六
二
舵
－
）
、
韓
浩
肋
「
米
穀
の
国
外
流
出
」
　
（
『
韓
国
開
…
港

　
　
期
の
商
業
研
究
』
所
収
、
　
一
九
七
〇
年
）
、
金
容
握
前
掲
「
韓
宋
・
日
雪
下
の
地

　
　
主
制
一
鄭
例
　
：
江
華
飾
氏
家
の
秋
収
記
を
通
じ
て
干
た
地
童
経
嘗
扁
。

　
③
　
朴
文
圭
「
農
村
社
会
分
化
の
起
点
と
し
て
の
土
地
調
査
事
業
に
就
て
」
　
（
京
域

　
　
帝
国
火
脚
法
文
学
会
編
『
朝
鮮
社
会
経
済
史
研
究
』
所
収
、
一
九
一
三
工
年
）
五
三

　
　
山
ハ
百
ハ
菰
夢
昭
…
。

　
④
　
臼
本
農
林
雀
農
務
局
編
『
米
穀
要
覧
臨
に
依
れ
ば
、
日
輪
が
恒
常
的
な
米
の
輸

　
　
入
隣
に
変
わ
る
の
は
一
九
〇
〇
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
⑤
　
金
食
獲
同
卜
蹴
醐
文
二
山
山
頁
。

　
⑥
『
通
商
彙
纂
』
一
九
〇
四
年
六
八
号
所
収
「
韓
岡
全
晶
晶
北
道
農
業
情
況
」
一

　
　
九
～
二
〇
頁
参
照
。

　
⑦
三
浦
蓉
明
『
朝
鮮
肥
料
金
護
』
（
一
九
～
閥
年
）
、
二
九
頁
。

　
⑧
『
通
商
彙
纂
』
～
九
〇
三
年
改
四
八
号
所
収
「
木
浦
糎
摺
業
状
況
」
二
〇
頁
。

　
⑨
一
八
九
八
～
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
発
行
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
に
お
け
る
最
初
の

　
　
民
間
日
刊
薪
閾
で
あ
る
。
本
稿
で
の
引
用
は
す
べ
て
、
現
在
韓
国
で
出
版
さ
れ
つ

　
　
つ
あ
る
縮
刷
版
に
依
っ
た
。

　
⑩
　
　
「
某
観
察
某
郡
主
某
書
記
某
差
人
眺
結
盃
事
都
聚
計
碑
牟
利
次
三
貿
穀
幾
万
石

　
　
を
浦
口
図
在
在
積
馨
エ
京
餌
億
管
智
琶
待
蟄
咋
…
…
」

　
　
　
な
お
同
様
の
事
態
は
光
武
四
年
七
月
六
日
付
の
「
畠
寧
民
訴
」
と
い
う
記
事
か

　
　
ら
も
窺
え
る
。

　
⑪
　
度
支
部
編
『
財
務
彙
報
』
一
二
号
（
一
九
〇
九
）
所
収
、
　
「
小
作
農
斑
経
済
状

当
時
の
農
業
の
実
態
を
よ
り
立
体
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
況
」
二
八
頁
。

　
　
な
お
、
三
成
文
一
郎
、
有
働
良
夫
『
協
議
土
地
農
産
調
査
報
告
　
慶
尚
道
・
全

　
羅
道
州
　
（
一
九
〇
五
年
）
五
＝
一
～
五
頁
に
は
、
臼
本
商
人
も
同
様
の
試
み
を
し

　
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

⑫
　
月
田
藤
…
一
二
郎
［
『
韓
園
二
於
ケ
ル
凶
作
調
査
』
　
（
　
九
〇
四
年
）
六
五
～
六
頁
。

⑬
『
通
商
彙
纂
』
　
九
〇
一
年
一
九
二
号
所
収
「
木
浦
輸
出
大
、
小
豆
ノ
前
途
」

　
二
頁
。

⑭
　
同
上
一
八
九
五
年
二
二
号
所
堰
「
朝
鮮
国
全
羅
道
巡
圓
復
命
書
」
雑
ノ
部
四
九

　
買
。

⑮
姜
徳
掘
前
掲
論
文
五
頁
。

⑯
拙
稿
「
『
土
地
調
査
事
業
』
の
歴
史
的
前
提
条
件
の
形
成
扁
（
『
朝
鮮
史
研
究
会

　
論
文
集
』
第
一
二
集
に
掲
載
予
定
）
に
お
い
て
、
　
「
併
合
」
当
時
の
各
道
に
お
け

　
る
米
・
大
豆
の
商
品
化
指
数
を
推
定
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

⑰
沢
村
東
平
「
李
朝
後
期
木
綿
の
徴
収
地
域
と
生
産
立
地
」
（
『
経
済
史
研
究
』
二

　
八
…
二
・
照
灰
収
。
一
九
四
二
年
）

⑱
　
　
『
通
商
彙
纂
』
一
九
〇
五
年
五
〇
号
所
収
「
韓
国
全
羅
道
景
況
」
三
三
頁
。

⑲
同
上
一
九
〇
四
年
六
八
号
所
収
「
学
説
全
羅
南
北
道
農
業
情
況
」
二
三
頁
。

⑳
　
月
田
蕪
蹴
篇
郎
晶
認
識
勲
黛
ハ
囚
一
～
五
頁
。

⑳
　
徳
永
勲
美
『
韓
園
総
覧
』
　
（
｝
九
〇
七
年
）
五
四
九
頁
。

⑳
　
『
通
商
彙
観
閲
～
九
〇
五
年
三
六
号
所
収
「
木
浦
二
於
ケ
ル
棉
花
輸
出
状
況
」

　
一
頁
。

　
　
な
お
、
月
田
藤
望
郎
前
掲
書
に
依
れ
ば
、
一
九
〇
三
年
の
全
南
道
に
お
け
る
実

　
棉
産
繊
高
は
四
七
〇
万
貫
、
う
ち
三
分
の
こ
強
が
棉
花
・
綿
衛
の
形
で
寄
道
へ
移

　
出
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
　
（
五
九
～
六
〇
買
）
。
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南鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

⑬
　
　
「
併
合
」
時
の
全
南
に
お
け
る
棉
花
生
産
量
は
㎝
○
○
万
貫
前
後
に
ま
で
減
少

　
し
て
い
る
。
ま
た
鼻
血
翻
か
ら
の
木
綿
国
内
移
出
高
も
、
　
一
九
〇
四
年
・
の
天
○
万
円

　
か
ら
一
九
〇
七
年
四
万
円
、
一
九
〇
八
年
七
万
二
千
円
、
一
九
〇
九
年
二
軸
九
チ

　
円
へ
と
激
減
し
て
い
る
（
木
浦
誌
編
纂
委
員
会
編
『
木
浦
誌
』
五
二
八
頁
、
　
一
九

　
～
四
年
）
。

⑭
　
紡
績
糸
輸
入
額
の
変
化
は
次
の
通
り
。

｝
九
〇
一
年

　
○
二

　
〇
三

　
〇
四

　
〇
五

　
〇
六

　
〇
七

　
〇
八

　
〇
九

　
　
一
〇

一、

齠
�
ｵ
、

一、

對
ｴ
三
、

　
　
九
六
照
、

…、

ﾜ
九
一
、

二
、
　
一
嵩
穴
｛
、

一、

ﾜ
八
三
、

二
、
　
山
ハ
七
〇
、

工
、
○
二
六
、

一、

齠
V
八
、

一、

ｪ
〇
七
、

二
七
一
円

一
四
八

一
七
五

五
六
六

三
六
六

五
〇
四

八
二
九

六
四
七

八
二
〇

四
七
〇

　
　
　
前
掲
『
朝
鮮
輸
移
出
入
品
十
五
年
対
照
表
』
照
六
頁
に
依
る
。

⑯
　
日
韓
通
商
協
会
編
『
属
韓
逓
商
協
会
報
告
』
三
一
号
（
　
八
九
八
）
所
収
「
紡

　
績
糸
の
商
況
及
び
．
需
要
」
四
六
～
七
頁
。

⑯
　
　
「
往
時
ハ
全
ク
固
有
ノ
手
紡
糸
ノ
ミ
ヲ
使
用
シ
タ
レ
丹
一
タ
ヒ
外
國
紡
績
糸
ノ

　
輸
入
開
ケ
テ
ヨ
リ
漸
次
変
化
シ
近
来
大
抵
縦
二
外
濁
紡
績
糸
ヲ
用
ヒ
横
ユ
自
悶
産

　
　
（
マ
マ
）

　
手
紡
手
ヲ
織
込
ム
ノ
風
倍
々
行
ハ
ル
・
二
二
レ
リ
晶
仮
等
ノ
密
ロ
フ
所
属
依
レ
ハ
議
不
綿

　
ト
シ
テ
織
上
ケ
タ
ル
一
疋
二
幅
テ
ノ
結
果
鼻
潰
国
産
手
紡
糸
ノ
ミ
ヲ
使
用
シ
タ
ル

　
方
其
賃
銀
罰
合
二
多
ク
シ
テ
紡
績
糸
混
期
ハ
幾
分
力
低
額
ノ
賃
銭
二
点
穴
サ
ル
ヲ

　
得
一
サ
レ
尺
是
レ
唯
々
時
閲
ノ
轟
然
旧
ヲ
度
外
甜
侃
シ
タ
ル
ノ
計
算
ニ
シ
テ
所
謂
「
…
数
デ

　
コ
ナ
ス
一
主
義
ノ
計
算
一
一
ヨ
リ
タ
レ
ハ
紡
績
糸
ヲ
混
用
ス
ル
方
大
二
利
益
ナ
リ
ト
」

　
（
『
通
商
奨
纂
』
一
九
〇
〇
年
｝
八
…
号
所
収
「
木
浦
輸
入
本
邦
紡
績
糸
田
二
頁
）

⑰
　
寒
中
平
氏
は
、
外
国
製
機
械
…
綿
糸
が
中
国
の
手
織
…
業
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

　
「
わ
れ
わ
れ
は
輸
入
綿
糸
の
中
国
農
村
祉
会
機
構
に
対
す
る
作
溺
は
、
一
定
の
条

　
件
の
も
と
で
は
、
単
に
手
紡
ぎ
糸
に
と
っ
て
代
る
だ
け
で
な
く
、
か
え
っ
て
手
紡

　
ぎ
糸
の
不
足
を
補
っ
て
手
織
業
が
商
晶
生
産
を
お
こ
な
う
必
要
条
件
と
な
っ
た
こ

　
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
」
（
『
中
國
棉
紡
織
史
稿
』
霞
本
語
訳
版
三
五
二
～
三
頁
）

　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
朝
鮮
も
同
様
で
あ
っ
た
と
雷
え
よ
う
。

⑱
　
「
〔
手
製
織
布
機
〕
会
洞
鄭
肯
朝
氏
家
d
織
組
二
三
暑
酒
酔
窃
“
近
臼
醐
忠
州

　
居
李
泰
鎮
氏
升
織
布
機
憂
手
製
上
三
囲
費
二
引
攣
機
と
外
国
製
震
旦
概
倣
赫
咋
甚

訂
精
巧
ぼ
q
藁
量
毎
日
織
布
外
四
十
尺
d
誤
白
垂
　
（
光
武
闘
年
｝
月
五
日
付
）

⑳
「
〔
織
造
機
新
発
明
〕
東
簡
庫
直
門
仁
基
氏
三
悪
造
機
暑
薪
発
明
亨
葵
工
引
甚
引

　
精
…
簡
便
易
宮
誹
紫
定
価
慧
ハ
十
点
兀
凶
棄
冤
凄
。
・
麟
磯
」
　
（
同
二
月
二
〇
日
付
）

⑳
　
梶
村
革
朋
掲
愁
醐
文
二
穴
四
門
百
ハ
。

⑳
厳
中
平
前
掲
轡
三
四
九
～
五
〇
頁
。

⑫
　
筆
者
が
調
査
し
た
豪
時
の
戸
籍
の
中
で
、
慶
南
草
漢
郡
南
面
伯
岩
里
在
住
の
・
下

　
と
い
う
寡
婦
が
、
職
業
は
「
績
」
で
年
雇
を
八
人
使
用
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
こ

　
れ
な
ど
は
明
ら
か
に
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
経
営
で
あ
る
。

㊥
　
こ
の
期
の
織
布
業
に
お
け
る
工
場
経
営
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
赫
安
万
士
露
「
大
韓

　
帯
国
時
期
の
商
工
業
闘
題
」
（
『
亜
細
亜
研
究
』
五
〇
号
所
収
、
　
一
九
七
三
年
）
　
一

　
五
七
～
八
頁
を
参
照
せ
よ
。

⑭
　
例
∵
凡
ぱ
窟
ハ
｛
思
古
開
等
商
憎
不
学
ず
校
讐
『
韓
園
コ
一
於
ケ
ル
本
邦
貨
物
阪
　
路
取
調
報
起
口
隔

　
（
一
九
〇
七
な
＋
）
　
論
ハ
五
百
ハ
を
日
曜
L
よ
。

⑳
　
『
通
商
彙
纂
』
一
九
〇
一
年
」
八
九
号
所
収
「
京
学
鉄
道
全
逓
後
二
於
ケ
ル
京

　
城
商
況
一
二
頁
。
な
お
講
じ
史
料
で
は
、
和
金
巾
の
取
扱
い
も
朝
鮮
商
人
に
制
せ

　
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
（
四
～
五
頁
）
。

⑭
　
習
業
玉
「
南
草
に
関
す
る
研
究
－
覇
鮮
王
朝
後
半
期
に
お
け
る
南
草
の
商
∵

　
農
業
的
発
展
を
中
心
と
し
て
…
：
」
　
（
歴
史
教
育
研
究
会
編
『
歴
史
教
育
』
九
号

　
常
所
収
、
　
一
九
轟
ハ
山
一
年
）
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⑳
　
日
本
農
商
務
省
【
農
事
試
験
黙
黙
漏
『
韓
園
［
二
於
ケ
ル
農
業
調
査
』
（
｝
九
〇
六
年
－
）

　
一
三
〇
頁
。

⑳
　
同
上
書
に
は
、
全
北
の
煙
草
作
で
鶏
糞
や
油
粕
が
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

　
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
一
三
六
頁
）
。
ま
た
龍
仁
葉
と
し
て
著
名
な
窟
禽
龍

　
仁
郡
で
も
「
殊
二
煙
草
二
対
シ
テ
ハ
集
約
精
密
ナ
ル
作
業
ヲ
施
セ
ル
ラ
見
タ
リ
」

　
と
言
わ
れ
て
い
る
（
小
林
庚
次
郎
・
中
村
彦
『
韓
国
土
地
農
産
調
査
報
皆
　
京
畿

　
道
・
忠
邪
道
・
江
原
道
』
四
九
　
頁
、
一
九
〇
五
年
）
。

⑳
　
　
『
通
轟
閻
瀞
蝦
筑
囎
』
　
一
九
〇
一
　
年
ニ
ニ
山
ハ
ロ
写
所
収
「
韓
國
H
群
巾
固
附
…
近
産
出
煙
草
」
八

　
頁
。

⑳
　
韓
圏
中
央
農
会
編
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
三
－
九
（
一
九
〇
九
）
所
収
「
煙
草

　
の
産
地
と
産
額
」
二
六
頁
。

⑪
　
臨
時
財
源
調
査
局
技
師
荒
井
寅
治
調
査
『
韓
国
煙
草
二
関
ス
ル
要
項
駈
三
六
～

　
八
頁
。

⑫
　
全
軍
淡
・
許
宗
浩
・
贈
呈
…
裕
『
覇
鮮
に
お
け
る
資
本
主
義
的
関
係
の
発
生
隔
（
　

　
九
七
〇
年
）
四
〇
頁
（
邦
訳
、
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
者
協
会
編
『
朝
鮮
学
術
通
報
』

　
一
九
七
二
年
一
号
、
　
山
ハ
ニ
～
一
二
百
ハ
）
参
昭
描
。

⑬
　
日
本
農
商
務
省
編
『
韓
国
二
於
ケ
ル
果
樹
届
疏
藥
栽
培
調
査
』
二
一
頁
。

⑰
　
『
通
商
彙
纂
』
一
九
〇
五
年
一
二
七
署
所
収
「
韓
国
大
邸
二
於
ケ
ル
最
近
商
況
」

　
一
頁
。

㊨
　
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
紅
藍
の
日
本
・
中
園
へ
の
輸
出
額
を
と
る
と
、
一
九
〇

　
〇
年
前
後
に
は
二
～
六
万
斤
く
ら
い
が
毎
年
輸
出
さ
れ
て
い
た
が
（
加
藤
末
郎
凹
韓

　
國
農
業
論
』
…
九
一
～
壬
貝
、
…
九
〇
羅
年
）
、
一
九
｝
○
年
頃
に
は
三
千
斤
前

　
後
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
明
治
照
照
年
版
』
三
三
六

　
頁
）
。

⑯
　
梶
村
氏
は
問
屋
制
家
内
工
業
（
氏
で
は
前
貸
擬
）
に
お
け
る
商
業
資
本
の
支
配

　
を
「
正
常
な
資
本
の
原
始
的
な
蓄
積
」
を
阻
止
乃
至
は
歪
曲
す
る
も
の
と
理
解
さ

　
れ
て
い
る
が
（
前
掲
論
文
二
七
一
、
三
三
〇
頁
）
、
こ
れ
は
理
論
的
に
誤
っ
て
い

　
る
。
小
商
贔
生
産
段
階
に
お
け
る
商
業
資
本
の
生
産
者
支
配
の
必
然
性
と
意
義
に

　
つ
い
て
は
、
レ
ー
ニ
ン
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
』
第
五
章
六
「
小

　
主
業
に
お
け
る
商
業
資
本
」
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る
（
大
月
全
集
版
第
三

　
巻
三
六
八
～
三
七
七
頁
）
。
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第
二
章
　
商
業
的
農
業
の
担
い
手
た
ち

　
量
質
攣
氏
は
光
武
年
間
（
一
八
九
七
～
一
九
〇
七
）
の
星
案
を
根
拠
と
し
て
、
こ
の
時
期
「
経
営
型
富
農
」
が
開
港
前
よ
り
一
纏
広
籟
に
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
い
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
約
な
把
握
や
経
営
内
容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
章
で
は
、
華
氏
の
主
張
さ

れ
る
「
経
営
型
富
農
」
な
る
も
の
は
果
た
し
て
存
在
し
て
い
た
の
か
、
も
し
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
彼
ら

の
農
業
経
営
は
他
の
農
民
層
と
比
較
し
て
ど
う
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
た
の
か
、
等
の
問
題
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
一
九
〇
〇
年
前
後
に
お
け
る
土
地
所
有
・
経
営
の
分
化
の
全
体
的
状
況
が
わ
か
る
史
料
は
な
い
。
そ
こ
で
か
な
り
後
の
時
期
の
も
の
に
な
る
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第二表　1913年現在所有面積別経営面積刷農家戸数

1・・町歩一11嚇一1・町歩一1・町歩一1・町歩一回歩一iα‘犠1・

70g，267　1　2，4gg，076

2s．31　loe

1　2，499，076
i1・o

427，438

　　　17．1

756，600

　　30．3

432，774

　　　17．3

98，888

　　　4．e

1，899

　　0．1

21，402

　　e．g

50，808

　　　2，0

696，s71　ls6s，s49

　　　27．91　34．6

753，163

　　　30ユ

141，941

　　　5．7“r　　　　　41，557．

　　　　　　L7

　　　　　戸
所有面積別
　　　　　ero

　　　　　戸
経営面積溺
　　　　　ero

〔出典〕小早川九郎編著r朝鮮農業発達史発達篇』p．66，73より作成。
〔備考〕原表には無土地所有農家戸数709，267戸は書かれていないが，本表では経営面稜別の農家

　　　　総戸数と所有面積溺の農家総戸数の差を計算して上の数字を得た。従って土地は所有して

　　　　いても農業経営は全く行なっていない層の存雀は無視されている。

が
、
一
九
＝
二
年
の
数
字
を
み
て
み
よ
う
。

　
第
二
表
で
注
羅
さ
れ
る
の
は
、
土
地
所
有
の
分
化
と
土
地
経
営
の
分
化
に
か
な
り
の
ズ
レ
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
即
ち
、
土
地
所
有
に
お
い
て
は
一
町
歩
未
満
の
土
地
し
か
所
有
し
て
い
な
い
層
と
全
く
土
地
を

持
っ
て
い
な
い
層
が
農
家
戸
数
の
実
に
七
五
・
七
％
を
占
め
て
い
る
の
に
、
土
地
経
営
に
お
い
て
は
一
町

歩
未
満
の
農
家
が
全
体
の
六
二
・
五
％
と
、
大
分
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
一
～
五
町
歩
の
項
は
、
所

有
の
面
で
は
全
体
の
二
一
・
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
経
営
の
面
で
は
全
体
の
三
五
・
八
％
を
占
め
て
い

る
。
農
家
戸
数
で
見
て
み
る
と
、
一
町
歩
未
満
を
経
営
す
る
農
家
戸
数
は
一
町
歩
来
満
を
所
有
し
て
い
る

農
家
戸
数
よ
り
も
約
三
八
万
戸
多
く
、
同
じ
く
一
～
五
町
歩
で
は
約
三
六
万
戸
多
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ

て
所
有
規
模
は
小
さ
く
て
も
、
他
人
の
土
地
を
小
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
い
経
営
面
積
を
確

保
し
て
い
る
層
が
膨
大
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
同
じ
よ
う
に
小
作
に
よ
っ
て
所
有
面

積
以
上
の
経
営
面
積
を
確
保
し
て
い
る
か
ら
と
雷
っ
て
、
経
営
面
積
が
一
町
歩
以
上
の
層
と
以
下
の
層
と

で
は
、
小
作
の
意
義
も
自
ら
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
後
者
に
お
い
て
は
自
己

の
生
活
維
持
を
至
上
目
的
と
し
た
小
作
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
の
小
作
の
目
的
は
営
利
に
あ
る
場
合
が

多
分
に
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
叙
述
に
お
い
て
は
、
　
一
～
五
町
歩
の
か
な
り
広
い
土
地

を
経
営
し
て
い
る
自
小
作
層
に
焦
点
を
あ
て
て
、
筆
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
第
一
節
　
自
小
作
上
農
層
の
分
布
状
況

　
　
温
点
郡
温
泉
里
李
致
三
四
品
目
テ
所
在
（
村
長
）
ヲ
モ
務
メ
上
等
農
家
ノ
二
二
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

　
農
業
ノ
傍
二
飲
食
店
ヲ
モ
営
メ
リ
家
族
父
子
二
夫
婦
二
孫
女
早
十
歳
ノ
モ
ノ
～
人
雇
人
男
一
名
都
合
六

　
名
ニ
シ
テ
家
二
歳
牛
一
頭
ヲ
飼
養
セ
リ
耕
作
ス
ル
水
田
ハ
温
陽
邑
二
住
ス
ル
李
進
士
ト
前
判
書
関
泳
翻
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ノ
持
地
合
馬
テ
三
町
余
ヲ
…
賂
地
法
二
因
リ
テ
耕
作
シ
外
二
自
己
所
有
ノ
畑
四
反
唱
導
歩
ヲ
自
認
セ
リ
・
…
：
第
一
ノ
例
（
李
二
三
を
指
す
一
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
引
用
者
）
二
入
ル
ベ
キ
家
族
ハ
三
賑
十
戸
中
胴
　
僅
一
二
戸
ヲ
見
ル
ベ
ク
…
…

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
而
シ
テ
小
作
人
ハ
我
国
ノ
如
ク
貧
農
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
十
分
ノ
資
本
ヲ
有
シ
比
較
的
広
大
ナ
ル
土
地
ヲ
借
受
ケ
多
ク
ノ
労
働
者
ヲ
雇
入
レ
以
テ

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
農
業
ヲ
経
営
ス
ル
者
ア
リ
此
ノ
如
キ
ハ
一
種
ノ
借
地
農
ニ
シ
テ
小
作
人
ト
称
ス
ル
ハ
稚
々
穏
当
ヲ
欠
ク
ノ
嫌
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
是
レ
忠
清
早
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ノ
平
担
地
二
於
テ
間
々
行
ハ
ル
ル

　
こ
れ
ら
二
つ
の
史
料
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
入
に
と
っ
て
自
小
作
（
乃
至
は
小
作
）
上
農
層
は
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。

前
着
の
史
料
に
よ
れ
ば
一
八
九
五
年
当
時
、
忠
清
道
占
陽
郡
で
は
李
致
三
の
よ
う
な
自
小
作
上
農
暦
は
三
、
四
〇
戸
に
一
号
、
即
ち
全
体
の
二

～
三
％
く
ら
い
存
在
し
て
い
た
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
他
の
地
方
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
自
小
作
上
農
層
を
数
的
に
把
握
し
う
る
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

次
史
料
は
金
漆
が
利
用
さ
れ
て
い
る
当
時
の
罵
言
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
日
本
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
韓
国
で
も
現
在
ま
で
に
発
見
さ

れ
て
い
る
の
は
無
く
限
ら
れ
た
地
方
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
本
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
当
時
の
戸
籍
台
帳
に
よ
っ

て
こ
の
課
題
に
接
近
す
る
こ
と
に
し
た
。
甲
午
改
革
以
後
の
戸
籍
台
帳
を
利
用
し
た
研
究
は
筆
老
の
知
る
限
り
で
は
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い

の
で
、
簡
単
に
史
料
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。
本
稿
で
利
用
し
た
の
は
、
京
都
大
学
文
学
部
人
文
地
理
研
究
室
所
蔵
の
一
六
五
冊
と
、
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
一
冊
、
計
～
六
六
冊
の
戸
籍
台
帳
の
う
ち
、
漢
城
府
（
今
の
ソ
ウ
ル
）
を
除
く
中
南
部
朝
鮮
関
係
の
三
二
冊
で
あ
る
。

一
六
六
冊
の
中
に
は
建
陽
年
問
（
一
八
九
六
～
七
）
の
も
の
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
光
武
年
間
の
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
戸
籍
台
帳
が
作

成
さ
れ
る
経
過
に
つ
い
て
は
『
皇
城
新
聞
』
の
光
武
三
年
四
月
＝
一
面
付
の
次
の
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
〔
更
考
版
籍
〕
先
だ
っ
て
内
部
の
叛
籍
局
に
各
署
の
警
務
官
を
す
べ
て
集
め
て
戸
口
調
査
の
新
し
い
規
則
を
討
議
・
決
定
し
た
が
、
　
（
そ
の

　
内
容
は
）
各
署
管
内
の
家
屋
の
新
し
く
建
て
ら
れ
た
も
の
、
つ
ぶ
れ
た
も
の
、
と
り
こ
わ
さ
れ
た
も
の
と
、
外
国
人
が
買
っ
た
家
、
及
び
人

　
口
と
借
家
∴
持
家
の
別
、
居
候
と
雇
い
入
の
数
を
い
ち
い
ち
調
査
・
訂
正
す
る
一
方
、
統
表
は
法
律
に
依
り
別
に
冊
を
つ
く
り
、
坊
や
洞
の

　
名
と
統
戸
の
順
序
を
は
っ
き
り
と
註
記
し
、
冊
子
編
成
時
に
号
数
を
は
っ
き
り
と
残
さ
ず
記
入
し
て
、
門
札
を
（
つ
け
る
こ
と
を
）
い
ち
い
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朝鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

、
甑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
ち
厳
し
く
申
し
つ
け
よ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

戸
籍
台
帳
の
形
式
と
こ
の
記
事
と
を
比
較
し
て
み
る
と
ほ
ぼ
完
全
に
↓
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
戸
籍
台
帳
が
甲
午
改
革
以
後
の
諸
改
革
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
戸
口
調
査
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
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第E－i：表　モスム（年腰）雇傭状況

霧三郷名

1忠北清刷
＊2　ク報恩
　　小計
　8忠、南琴1｝i．⊥1

　9　ク燕岐
＊10　〃公議

　　小計
60　　慶ゴヒ尚潤辺

＊61　〃漆谷

　　小計
63讐64　慶乱悪昌

65・66　〃草漢

　67　〃巨済
　　　小計

81京畿広州
82・83　ク　豊徳

86・87　〃　呈上仁

8S　〃漣州
89～91〃　揚ナ珂

　　小計
92～97全＃ヒ鎮安

98～100ク　茂朱

＊101　〃湖棚
＊103　〃珍山
　　　小計

（1）モスム数珊農家戸数

0入

　戸　％
35　34．7

205　86．9

240　71．2

96　90．6

232　73．4

376　94．2

704　85．7

2e2　393
261　60．3

463　48．9

397　59．5

576　86．0

205　99．5

1，178　76．3

243　87．7

209　99．5

887　93．3

4e2　loe

726　99．3

2，467　96．0

1．310　68．4

45e　57．8

595　9Z7
193　80．4

1人 2人　3人以上
　
簡

腸嚇

u
舜

戸　％
48　47．5

25　10．6

73　21．7

8　7．5

t；8　15．2

3　e．8

59　7．2

30e　58．4

142　32．8

442　46．7

69　10．3

75　11，2

　1　O．5

145　9．4

8　2．9

1　O．5

18　1．9

0　e
o　o
27　1．1

　　　　　
12，548　71．9i　614　17．3

4ユ92L9
149　19．1

12　2．0

34　14．2

戸　％
亙．817．8

tl．　1．7

22　6．5

2　1．9

31　9．8

15　3．8

48　5．8

12　2．3

29　6．7

41　4．3

198　29．7

12　1．8

　0　0
210　13．6

。　o
5　1．6

5　1．3

10　1．2

e　o
1　O．2

1　O．1

3　O．4

7　1．O

o　o
lo　e．6

11　4．O

o　o
33　3．5

0　0
2　O．3

46　1．8

106

316
399
821

ro14

433
947

667
670

206

1，5t13

15　5，41　277

0　ol　21e
13　1．41　951

0　OI　402
3　O．41　731

3工　1．22，571

1759．ユ目2α6
14・218．21　38　4．9

　2　0．31　O　O
！g　・5・｛1　．9　．9i’

ユ，9玉6

779
609
240

（2）目利iヨ的でモスムを1叢罰する農家

1入 2人 3人以上
　
O

囁
三
口

（3）同．野子に限る

｝ii’M’rgi．

，1・1　40．6

14　5．9

8　7．5

41　13．0

3　Oa8

93　18．1

78　18．0

芦　％
13　12．9

3　1．3

％
0
0

戸
0
0

2　1．91　e　0
23　7．31　4　1．3

10　2．51　2　O，5

1人　2人以上

醐霧蝋
10　9．4

68　21．6

15　3．8

9　8．51　O　0
58　18．41　4　L3

9　2．3］　1　O．3

12　2．31　0

14　3．21　1　O．2

OI　105　20．4

35　5．21　14221．3i　3　O．4

60　9．Oi　10　1．51　7　1．O

O　OI　O　O［　O　O

7　25
1　O．5

15　1．6

0　0
0　0

10　3．61　15　5．4

0　ol　e　o
26　2．71　12　1．3

0　o］　o　o
2　O．31　3　O．4

93　21　．4

46　8．91　O　0
8319．21　3　O．7

180　26．｛1　168　25．21　4　e．6

7711．5i　t14　6．61　11　1．6

　0　ol　o　ol　o　e

3211．5　　14　5ユ　　　9　3．2

1　e．orl　o　a　o　0
53　5．61　41　4．31　2　O．2

0　el　o　ol　o　0
5　O．71　2　O．3i　3　O．4

　
F

［
調
壬

）正930年現在モスム雇傭状況

　年月
1904．

1897．　3

翻㈱騒豪醐舳
　　戸　　　　　　　　　95

140，402　1　26，987

1906，　1

1904．　1

19e4．　1

工85、195

1905．　1

1905．　2

355，173

1903．　2

1907．　3

1903．　1

293，417

1903．　4

1904．　1

1905．　1

1904．　1

1903．　1

239，515

　　　　　　　　I
1332　9．41　50　1．41’3，544　i

35218，4　工48　7．7

11214．41　111　14．2

　s　o．sl　e　0
15　6，31　5　2．1

　　　E

剃全南光州
　
引
き
目

592　81．51　125　17．21　7　1．01　2　O．3 726

s，lg2　7s．III，4ss　14．21　706　6．7PO6　1．0110，4sgi

o　o
o　o

50826．5 43322．6 170．911903．1

25532．7 19424．9 24　3，1 1905．

5　0．8 5　0．8 0　0 1905．1
20　8．4
@　　　　t

16　6．7 0　0 1905．1
228，317

1900．　31362，455

1，804，474

t16，159

69，5t13

5．　7，20r2

29，13t1

38．421

62，838

33e，334

19．2

24．9

19．6

工9．5

12．2

16．8

17．3

18．3

〔仕1典〕韓国戸籍成哺より作成。4）は『一肌ノ小作慣．行下』続編P．89及び『朝鮮小作年報第一輯』P．　149～158より作成。
〔備考〕　○＊印は年令が戸主しか記載されていないもの。従って2）3）では戸主以外に成年男子労働者がいる場．舎も営利目的とはノムなしていない。

　　　　全山光州の戸籍は年令が全て不明。
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朝鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

　
さ
て
、
本
稿
で
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
雇
傭
」
と
い
う
項
に
潜
心
し
た
い
が
、
こ
こ
で
言
う
雇
傭
と
は
ど
う
い
う
性
格
の
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
雇
傭
人
口
が
現
存
人
口
に
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
日
雇
い
の
よ
う
な
臨
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
年
薩
乃

至
は
そ
れ
以
上
の
長
期
間
継
続
し
て
雇
わ
れ
て
い
る
者
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
当
時
こ
の
よ
う
な
長
期
に
亙
る
家
族
以
外
の

労
働
力
と
し
て
、
親
族
に
頼
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
戸
籍
で
は
「
寄
口
」
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
の

雇
傭
と
い
う
の
は
、
一
年
以
上
の
長
期
間
雇
わ
れ
て
い
る
者
、
所
謂
モ
ス
ム
（
作
男
と
訳
さ
れ
る
）
で
あ
り
、
し
か
も
親
族
以
外
の
モ
ス
ム
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
る
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
雇
傭
労
働
者
の
分
布
状
況
を
検
討
し
て
い
こ
う
。
筆
者
の
利
用
し
た
戸
籍
A
口
篭
は
中
南
部
七
道
の
金
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
も
の
が
含
ま
れ
、
総
戸
数
は
一
〇
、
四
八
九
戸
、
当
時
の
七
道
全
戸
数
の
約
一
・
二
％
に
あ
た
る
。
第
三
－
ω
表
に
よ
る
と
、
モ
ス
ム
を
雇

傭
し
て
い
る
農
家
戸
数
は
京
畿
道
を
除
い
て
、
全
農
家
戸
数
の
一
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
郡
ご
と
に
見
て
も
三
南
地
方
で

は
忠
興
の
総
山
・
公
州
、
全
北
の
扶
安
の
三
郡
を
除
く
全
て
の
郡
で
一
〇
％
以
上
で
あ
る
（
慶
雲
の
巨
済
郡
は
郡
全
体
が
島
で
特
殊
な
例
な
の

で
、
こ
こ
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
）
。
　
モ
ス
ム
を
雇
う
農
家
は
野
南
地
方
で
は
広
範
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
こ
こ
で
強

調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
当
時
の
モ
ス
ム
の
雇
傭
率
が
後
の
植
民
地
時
代
の
そ
れ
よ
り
も
概
し
て
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
三
〇

年
の
モ
ス
ム
雇
傭
率
と
光
武
年
間
の
を
比
べ
て
み
る
と
、
京
畿
道
と
忠
早
道
以
外
の
五
道
で
は
何
れ
も
後
者
の
割
合
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る

（
第
竺
T
愈
O
表
）
。
植
民
地
時
代
の
朝
鮮
農
業
と
臼
本
農
業
と
を
比
較
し
た
場
合
、
覇
鮮
の
方
が
雇
傭
労
働
の
役
割
が
高
か
っ
た
こ
と
は
、
沢
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

東
平
馬
の
研
究
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
　
「
併
合
」
以
前
の
方
が
一
層
雇
傭
割
合
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
農
業
に
お
い
て
雇
傭
労

働
力
の
占
め
る
比
重
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
農
業
生
産
力
水
準
の
問
題
と
も
関
連
し
て
こ
の
期
の
農
民
層
分
解
を
特
微
づ
け

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
モ
ス
ム
の
広
範
な
存
在
と
い
う
事
実
か
ら
だ
け
で
は
、
こ
こ
で
の
課
題
で
あ
る
自
小
作
上
農
層
の
分
布
の
程
度
は
ま
だ
明
ら
か

に
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
モ
ス
ム
を
雇
傭
し
て
い
た
層
が
ど
う
い
う
階
層
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
雇
傭
主
の
階
層
を
検
討
し
て
み
ょ
う
。
雇
傭
主
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
第
一
に
地
主
で
あ
る
。
地
主
は
自
家
の
奉

公
人
と
し
て
、
或
い
は
所
有
地
の
～
部
を
自
家
耕
作
し
て
い
る
者
は
そ
の
労
働
力
と
し
て
、
或
い
は
広
い
面
積
の
土
地
を
小
作
に
出
し
て
い
る

者
は
そ
の
小
作
地
の
管
理
・
監
督
人
と
し
て
、
モ
ス
ム
を
雇
傭
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
時
、
地
主
の
全
農
家
戸
数
に
占
め
る
割
合
は

せ
い
ぜ
い
二
％
内
外
で
あ
り
、
琴
南
の
六
道
で
は
仮
り
に
全
て
の
地
主
が
モ
ス
ム
を
雇
傭
し
て
い
た
と
し
て
も
、
地
主
以
外
の
者
に
よ
る
雇
傭

の
方
が
遙
か
に
割
合
が
高
か
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
零
細
農
民
に
と
っ
て
は
モ
ス
ム
雇
傭
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
た
で
あ
ろ
う

か
ら
、
地
主
以
外
の
上
農
層
（
－
自
小
作
上
農
層
）
が
雇
傭
主
の
主
な
部
分
を
占
め
て
い
た
と
推
察
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
彼
ら
が
モ
ス
ム
を
雇
傭
す
る
目
的
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
地
主
以
外
の
者
が
モ
ス
ム
を
雇
傭
す
る
善
導
と
し
て
は
次
の
二
つ
が
考

え
ら
れ
よ
う
。
一
つ
は
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
労
働
力
を
補
う
た
め
（
例
え
ば
一
家
の
う
ち
に
成
年
男
子
労
働
者
が
い
な
い
と
か
、
一
家
の

主
な
働
き
手
が
病
気
で
あ
る
と
か
の
場
合
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
営
利
目
的
の
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
そ
こ
で
今
、
一
応
一
五
～
四
五
歳
の
成
年
男
子
労
働
者
が
一
人
以
上
い
て
、
な
お
か
つ
モ
ス
ム
を
雇
傭
し
て
い
る
戸
数
を
抽
出
す
る
と
、
第

三
1
②
表
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
表
で
特
微
的
な
の
は
、
前
の
第
三
i
ω
表
に
比
べ
て
か
な
り
明
確
な
規
則
性
が
見
て
と
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
即

ち
、
第
三
1
ω
表
で
は
雇
傭
戸
数
の
割
合
が
郡
・
道
ご
と
に
非
常
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
の
に
、
第
三
…
②
表
で
は
忠
北
の
清
貼
を
除
い
て
、

大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
う
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
こ
の
こ
と
は
逆
に
言
え
ば
、
モ
ス
ム
雇
傭
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
は
、
営
利
目
的
か
否
か
を
規
準
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
）

　
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
営
利
目
的
で
モ
ス
ム
を
雇
傭
し
て
い
る
農
家
戸
数
の
割
合
が
二
〇
～
～
二
〇
％
と
も
っ
と
も
高
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、

忠
南
の
燕
岐
、
慶
北
の
早
上
・
漆
谷
、
慶
南
の
居
昌
、
全
北
の
鎮
安
・
茂
朱
の
六
葉
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
第
三
一
②
表
か
ら
更
に
女
子
の
モ

ス
ム
を
除
い
て
男
子
の
モ
ス
ム
を
雇
傭
し
て
い
る
農
家
だ
け
を
抽
聾
し
た
第
三
一
㈲
表
で
も
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
三
州
を
除
い
て
は
や
は
り
最

高
水
準
に
あ
る
（
つ
ま
り
女
子
の
誰
、
ス
ム
は
稀
で
あ
る
）
。
従
っ
て
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
営
利
を
目
的
と
し
た
自
小
作
上
農
層
に

よ
る
詣
、
ス
ム
雇
傭
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
工
の
グ
ル
ー
プ
で
は
営
利
目
的
の
モ
ス
ム
雇
傭
農
家
が
一
〇
％
前
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朝鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

後
を
占
め
て
い
る
。
忠
南
の
瑞
山
、
慶
南
の
草
漢
、
京
畿
の
広
州
、
全
北
の
珍
山
等
で
あ
り
、
全
南
の
光
州
や
忠
北
の
報
恩
も
こ
の
グ
ル
ー
プ

と
見
倣
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
、
地
主
層
に
よ
る
モ
ス
ム
雇
傭
と
自
小
作
上
農
層
に
よ
る
モ
ス
ム
雇
傭
と
が
ほ
ぼ
拮
抗
状
態
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
女
子
の
モ
ス
ム
の
占
め
る
割
合
は
第
一
グ
ル
…
プ
よ
り
も
や
や
高
い
。
第
三
グ
ル
ー
プ
は
営
利
圃
的
の
モ
ス
ム
雇
傭
が

殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
地
方
で
、
京
畿
の
豊
徳
・
黒
川
・
揚
州
を
は
じ
め
忠
南
の
公
州
、
全
北
の
扶
安
が
含
ま
れ
る
。
京
畿
の
龍
仁
は
第
ニ
グ
ル

ー
プ
と
第
三
グ
ル
ー
プ
の
中
聞
に
位
置
し
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
営
利
を
目
的
と
し
て
モ
ス
ム
を
雇
傭
し
て
い
る
自
小
作
上
農
層
は
第
一
グ
ル
ー
プ
で
は
金
農
家
戸
数
の
一
〇
％
以
上
を

占
め
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
で
は
五
％
前
後
を
占
め
て
い
る
と
判
断
し
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
本
節
の
最
初
に
引
用
し
た
学
徳
温
陽
葉
の
例
は
沓
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
の
計
算
し
た
一
九
一
〇
年
頃
の
軍
犬
の
土
地
生
産
性
・
労
働
生
産
性
と
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
し

た
モ
ス
ム
麗
傭
割
合
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
第
一
グ
ル
…
プ
の
各
郡
は
第
二
・
三
グ
ル
ー
。
フ
よ
り
も
何
れ
も
土
地
生
産
性
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
傾
向
が
全
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
例
も
少
な
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
モ
ス
ム
雇
傭
割
合
の
高
い
地
方
が
労
働
力
を
多

投
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
い
土
地
生
産
性
を
維
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
十
分
に
予
想
し
う
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
来
な
ら
ば
雇
わ
れ
る
側
の
モ
ス
ム
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
戸
籍
か
ら
だ
け
で
は

何
と
も
検
討
の
仕
様
が
な
い
。
た
だ
一
つ
戸
籍
か
ら
言
え
る
の
は
、
中
南
部
の
七
道
で
は
モ
ス
ム
を
雇
傭
す
る
農
家
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
に
対
し
、
北
部
六
道
で
は
モ
ス
ム
雇
傭
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
北
部
地
方
は
三
爾
に
比
べ
る
と
農
業
生
産
で
は
後
進
地
帯
に

属
す
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
時
期
に
商
業
的
農
業
や
、
雇
傭
労
働
を
導
入
し
た
農
業
経
営
が
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
モ
ス
ム
雇
傭
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
土
地
か
ら
切
離
さ
れ
て
モ
ス
ム
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
層
が
ま

だ
あ
ま
り
存
在
し
て
お
ら
ず
、
農
民
の
階
級
分
化
の
進
展
度
が
低
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
言
え
ば
、
モ
ス
ム
羅
傭
が
広
範
に

行
な
わ
れ
て
い
た
南
部
地
方
で
は
農
民
の
階
級
分
化
が
そ
れ
だ
け
進
ん
で
お
り
、
純
小
作
農
や
農
業
労
働
者
が
モ
ス
ム
の
供
給
源
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

61 （835）

、



第四褒　農家経営内容
（1）家族・土地所有状況

家　　族　　数
　うち労働人口

常雇労働者数

所司
ﾆ

耕作地
o
1

①京畿水原

・）膿i・）磯

　　人i

8
4
1
町反
　6
　8
1．　4

2．　0

　8
2．　8

4
2
00
∩
U
O反
6
1
7

②京畿ソウル

・）上蜘膿

8
1
（
U町
1
7
0
1
7

【
D
9
臼
G

（
U
O
O町

0
5
5

反
0
5
5

③全南光州

・）瑠・）磯

7
ウ
臼
－

ハ
◎
9
μ
－

④川南海南

・）膿1・）膿

8
1
2

ρ
D
3

“
0
5

反
α
1

町
L
1 5La

畝
6
4
0

反
4
1
、
6
。

　
畝
7

反
5
乞

町
L

7乳1，

1

　2．　7

1．　2．　7

ρ
0
4
（
）

4
1
6

02

反
0
畝
5

反
α町
L

2．　4

2．　4

　
Q
σ
Q
）

0
4
。
4

F
O
　［
0

0
1
1

1
1
2（2）階層」71」経盤穿内容

　l
　i
収1

入灘

米
麦
豆
穀

物
物
入
付
賃
入

作
動
収

　
　
　
　
　
収

用
用
業

特
農
副
貸
労
雑

〔
　
内
　
訳

＠A，　＠A
地主・自作

760．25円

81．035

　8．76

53．10

129．4

26a38

0

147

0

0

63．090

6．7

0．7

4．4

10．7

2．2

0

12．2

0

0

＠A，　＠A，　＠A
　自作・地主

17e．833

36．633

7．833

2．e

34．263

35．52

0

39．253

0．533

36．613

47．0

10．1

2．2

0．6

9．4

9．8

0

108

0．1

10．1

（1）A，　＠A

自小作上農

169．7

29．55

25．464

e．32

27．31

6．8

8

0

2．5

73

49．5

8．6

7．4

0．1

8．0

2．0

2．3

0

e．7

21．3

＠A．＠B

貧農
27．597

9．452

3．466

2．eog

16．629

5．499

1．143

0

36．747

16．357

23．2

Z9
2，9

1．7

14．0

4．6

1．e

o

309

13．8

収入計｛・2・S・92s1 1363．4sl　1 1342．644　1 睡ggl

課
二
本
料
賃
料
理

公
仕
出
　
彫

　
　
的
肥
労
飼
農

税
計
産

租
家
生

　
支
出
内
訳

19．48

527．746

272．637

98

80．625

73．875

3．8

2．4

64．4

33．3

12．0

9．8

9．O

O，5

22．87ユ

236．887

89．853

18．333

50．993

11a61

1．333

6．5

67．8

25．7

5．2

14，6

3．3

e．4

7．115

224．769

84．56

5．925

55．0

9．9

4．0

2．2

71．0

26．7

1．9

17．4

3．1

1．3

3．122

1e2．883

工7。868

4．914

5．166

1．729

1．114

2．5

83，1

14．4

4．0

4a2

1．4

0．9

支出計1・・9・863　1 134g．6ii1 13i6．444　1 1i23．s73　i

差
弓一386・G62　i 1・副 1・酬 1一酬

〔出典〕　r韓国中央農会報』4－2，4，5所収「韓農家経済状態調査」，及びr朝鮮農会報』5－1，

　　　2，6－3，7－11所収r朝鮮農家経済状態調査」により作成。

62　（836）



朝鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）
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ρ
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一
　
　
a

A
の
三
例
は
或
い
は
甲
午
改
革
直
後
の
時
期
に
は
自
小
作
上
農
的
な
経
営
内
容
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い

の
二
例
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
②
A
は
五
町
歩
と
い
う
広
い
面
積
を
自
家
耕
作
し
て
い
る
の
で
、

合
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
八
つ
の
上
農
層
の
農
業
経
営
の
あ
り
方
か
ら
判
断
し
て
も
、

立
で
あ
り
、
自
小
作
上
農
や
手
作
地
主
も
広
く
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
の
金
融
組
合
の
調
査
を
平
均
し
た
数
字
で
あ
り
、

⑯
る
。

　
　
　
　
　
第
二
節
　
自
小
作
上
農
層
の
経
営
事
例
分
析

　
前
節
の
戸
籍
台
帳
の
検
討
に
よ
り
、
甲
午
改
革
以
後
の
南
部
諸
道
で
は
、
常
雇
労
働
者

を
雇
っ
て
農
業
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
自
小
作
上
農
層
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
彼
ら
の
経
営
内
容
を
他
の
階
層
の
そ
れ
と
比
較

し
て
分
析
し
、
彼
ら
が
当
時
の
農
業
生
産
に
お
い
て
果
た
し
て
い
た
役
割
を
明
ら
か
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
い
。
た
だ
こ
の
頃
の
農
民
の
経
営
内
容
が
わ
か
る
史
料
は
、
日
本
に
現
存
し
な
い
の
で
、

次
善
の
策
と
し
て
㎜
，
併
合
」
時
の
史
料
を
用
い
ざ
る
を
え
な
い
が
、
当
時
の
自
小
作
上
農

層
の
経
営
は
臼
本
の
諸
政
策
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
、
念
頭
に
お
い

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
　
『
朝
鮮
農
会
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
個
別
経
営
事
例
を
ま
と
め
た

の
が
第
四
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
五
例
の
中
で
厳
密
な
意
味
で
自
小
作
上
農
と
言
え
る
の

は
、
①
A
、
⑤
A
、
⑧
の
三
例
で
あ
り
、
④
A
は
自
作
上
農
、
⑧
A
、
⑥
A
は
所
有
地
の

一
部
を
小
作
さ
せ
て
い
る
が
自
営
面
積
の
方
が
大
き
い
上
農
で
あ
る
。
⑧
A
、
④
A
、
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
地
主
と
言
え
る
の
は
②
A
と
⑦
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
主
的
な
側
面
と
富
農
的
な
側
面
の
両
方
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
併
合
」
当
時
は
地
主
制
は
未
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
に
⑧
は
一
つ
の
農
家
の
例
で
は
な
く
、
慶
北
管
内
の
二

最
北
に
お
い
て
は
「
併
合
」
時
も
自
小
作
上
農
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
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次
に
、
一
五
例
の
う
ち
収
入
・
支
出
内
容
が
詳
し
く
わ
か
る
一
四
例
の
経
営
事
例
を
、
合
鍵
ご
と
に
分
類
し
、
平
均
す
る
と
第
四
一
②
表
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

得
ら
れ
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
地
主
自
作
（
一
一
戸
）
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
南
作
地
主
（
三
戸
）
、
第
三
グ
ル
ー
プ
は
自
小
作
上
農
（
一
一
戸
）
、
第

四
グ
ル
ー
プ
は
貧
農
（
七
戸
）
で
あ
る
。

　
ま
ず
収
入
内
容
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
一
グ
ル
ー
プ
で
は
米
の
収
入
が
金
収
入
の
三
分
の
二
近
く
を
占
め
、
他
の
三
グ
ル
ー
プ
よ
り
遙

か
に
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
小
作
料
の
殆
ん
ど
が
籾
で
支
払
わ
れ
る
た
め
で
あ
り
、
逆
に
小
作
料
を
支
払
う
立
場
に
あ
る
第
四
グ

ル
ー
プ
で
は
米
作
収
入
の
割
合
が
極
端
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
今
、
米
の
取
得
量
（
A
）
か
ら
自
家
消
費
分
と
翌
年
度
の
播
種
用
の
分
を
差
引

き
、
残
り
の
部
分
（
B
）
が
商
品
化
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
し
て
、
各
グ
牛
プ
の
米
の
商
品
化
指
数
（
㌧
A
・
δ
o
）
を
求
め
て
み
よ
う
。
す

る
と
、
第
一
グ
ル
ー
プ
の
指
数
は
、
七
一
・
九
で
取
得
米
の
大
部
分
が
商
品
化
さ
れ
て
お
り
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
の
五
八
・
八
、
第
三
グ
ル
ー
プ

の
四
二
・
二
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
第
四
グ
ル
ー
プ
で
は
指
数
が
マ
イ
ナ
ス
四
・
七
と
な
り
、
若
千
最
で
は
あ
る
が
米

を
購
買
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
尤
も
こ
れ
は
七
戸
の
平
均
指
数
で
あ
り
、
一
戸
単
位
で
は
余
剰
米
を
販
売
す
る
例
や
、
大
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

分
を
購
入
す
る
例
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
。
こ
こ
に
こ
そ
、
後
述
す
る
よ
う
な
米
価
騰
貴
を
廻
る
地
主
・
上
農
層
と
貧
農
層
と
の

鋭
い
対
立
の
経
済
的
基
礎
が
あ
っ
た
と
雷
え
よ
う
。

　
豆
類
の
収
入
は
第
三
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
比
較
的
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
が
、
第
一
・
ニ
グ
ル
ー
プ
で
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な

い
。
米
と
は
対
照
的
に
、
大
豆
の
商
贔
化
の
担
い
手
が
自
小
作
上
農
層
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
が
、
尤
も
大
豆
作
の
中
心
地
で
あ

っ
た
手
癖
が
～
四
例
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
特
用
作
物
収
入
は
各
グ
ル
1
プ
と

も
ほ
ぼ
似
た
数
値
を
示
し
て
い
る
。
特
用
作
物
の
中
で
は
疏
葉
の
比
重
が
極
め
て
大
き
く
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
特
用
作
物
選
入
の
半
ば
以
上
を

占
め
て
い
る
。
第
四
グ
ル
…
プ
の
収
入
の
中
で
特
用
作
物
の
割
合
が
他
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
大
き
い
の
は
、
耕
作
面
積
の
零
細
さ
を
収
益
性
の
高

い
特
用
作
物
の
栽
培
に
よ
っ
て
カ
バ
…
し
ょ
う
と
す
る
努
力
の
あ
ら
わ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
貸
付
に
よ
る
収
入
は
第
一
グ
ル
；
。
フ
で
は
米
収
入
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
て
お
り
、
地
主
と
し
て
の
高
利
貸
的
・
寄
生
的
性
格
を
よ
く
表
わ
し
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て
い
る
。
心
胆
グ
ル
ー
プ
と
第
三
グ
ル
ー
プ
は
ほ
ぼ
同
様
の
収
入
面
上
で
あ
る
が
、
貸
付
侵
入
の
点
で
の
み
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
第
ニ
グ

ル
：
プ
が
地
主
と
自
小
作
上
農
の
中
間
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
貸
付
の
内
容
で
は
現
金
貸
付
と
共
に
、
牛
の
貸
付
に
よ
る

収
入
が
多
い
が
、
こ
れ
は
当
時
の
朝
鮮
農
業
で
は
牛
立
が
必
須
不
可
欠
の
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
牛
価
の
高
騰
等
の
た
め
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

を
持
た
な
い
農
民
が
多
か
っ
た
こ
と
、
に
由
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
労
賃
収
入
が
最
大
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

前
節
の
モ
ス
ム
雇
傭
に
典
型
的
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
農
村
に
お
け
る
賃
労
働
の
広
範
な
存
在
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
モ
ス
ム
が
主
と
し
て

こ
の
層
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
見
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
次
に
支
出
構
成
を
検
討
し
て
み
る
と
、
第
一
～
三
グ
ル
ー
プ
と
第
四
グ
ル
ー
プ
で
生
産
的
出
費
の
二
会
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
も

注
目
さ
れ
る
。
第
四
グ
ル
ー
プ
の
貧
農
層
で
は
家
計
仕
向
け
に
殆
ん
ど
が
支
出
さ
れ
る
た
め
、
生
産
的
出
費
は
出
来
る
だ
け
切
詰
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
～
三
グ
ル
ー
プ
の
生
産
的
出
費
の
内
訳
を
見
る
と
、
第
二
・
三
グ
ル
ー
プ
で
は
労
賃
が
も
っ
と
も
高
い
割
合
を
占
め
、

第
一
グ
ル
ー
プ
で
は
肥
料
が
も
っ
と
も
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
尤
も
第
一
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
肥
料
・
飼
料
の
支
出
の
大
部
分
は
五
町
歩

を
自
家
耕
作
し
て
い
る
②
A
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
こ
れ
を
除
け
ば
第
一
グ
ル
ー
プ
で
も
労
賃
が
圧
倒
的
割
合
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
な
お

第
四
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
労
賃
へ
の
支
出
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
繁
期
に
お
け
る
止
む
を
得
ざ
る
出
費
で
あ
り
、
従
っ
て
相
対
的
に
高
い
賃

金
を
支
払
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
第
一
～
三
グ
ル
ー
プ
で
は
若
干
名
の
常
雇
（
－
モ
ス
ム
）
＋
農
繁
期
に
お
け
る
日
雇
い
へ

の
出
費
で
あ
っ
て
、
第
四
グ
ル
ー
プ
に
比
し
て
効
率
の
良
い
労
賃
支
出
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
肥
料
へ
の
求
心
が
全
般
的
に
少
な
い
の
は
自
家
肥
料
に
よ
っ
て
大
部
分
が
賄
わ
れ
、
金
肥
の
使
用
が
ま
だ
一
般
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
農
具
修
理
に
つ
い
て
も
各
グ
ル
ー
プ
と
も
殆
ん
ど
同
じ
位
の
出
費
し
か
し
て
お
ら
ず
、
階
層
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
農
具

に
質
的
な
差
異
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
各
グ
ル
ー
プ
の
生
産
的
出
費
の
構
成
か
ら
当
時
の
農
業
生
産
力
発
展
の
特
質
を
考
え
て
み
る
と
、
上
農
層
の
貧
農
層
に
対
す
る
生

産
力
的
優
位
性
は
、
労
働
用
具
の
優
秀
さ
や
金
肥
の
導
入
等
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
労
働
力
の
多
投
と
そ
の
合
理
的
配
分
に
よ
り
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実
現
さ
れ
て
い
た
、
と
の
結
論
が
得
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
当
時
の
生
産
力
発
展
の
特
徴
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
も
の
が
、
コ
ジ
（
雇
只
）

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
雇
傭
関
係
で
あ
る
。
コ
ジ
と
い
う
の
は
「
小
作
地
又
自
作
地
ノ
「
部
若
ハ
全
部
二
付
予
メ
契
約
二
依
り
其
ノ
耕
作
上
ノ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

作
業
又
ハ
数
種
作
業
ヲ
一
括
シ
テ
他
ノ
個
人
或
ハ
団
体
員
二
請
負
ハ
シ
メ
耕
作
ス
ル
」
調
度
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
緬
人
で
請
負
う
の
は
稀

で
、
殆
ん
ど
は
二
～
四
〇
人
が
一
グ
ル
ー
プ
と
な
り
「
統
首
」
と
い
う
代
表
者
を
た
て
て
請
負
う
点
が
、
普
通
の
日
雇
い
や
モ
ス
ム
雇
傭
と
著

し
く
異
な
っ
て
い
る
。
コ
ジ
の
契
約
は
年
末
か
ら
三
月
頃
、
即
ち
貧
農
層
の
経
済
状
況
が
も
っ
と
も
悪
い
時
期
に
行
な
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

雇
傭
主
は
賃
金
が
上
昇
す
る
田
植
や
夏
の
除
草
時
に
必
要
な
労
働
力
を
安
定
的
に
確
保
し
う
る
の
で
あ
る
。
拳
闘
健
｝
氏
の
研
究
に
依
れ
ば
、

二
斗
落
の
土
地
の
半
面
作
業
を
行
な
う
の
に
要
す
る
労
働
時
間
と
賃
金
は
、
普
通
労
働
者
の
場
合
は
一
五
・
四
時
間
、
　
一
四
六
・
三
銭
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
に
対
し
、
コ
ジ
の
場
合
は
ニ
ニ
・
三
井
間
、
一
三
九
・
五
銭
を
要
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
コ
ジ
制
度
の
経
済
的
意
義
が
あ
っ
た
。

コ
ジ
の
発
生
は
一
七
・
八
世
紀
に
ま
で
遡
る
が
、
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
甲
午
以
後
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
即
ち
、

甲
午
改
革
以
後
の
商
業
的
農
業
の
発
展
・
農
民
層
分
解
の
本
格
化
に
よ
り
、
李
朝
末
期
ま
で
一
般
的
で
あ
っ
た
共
同
労
働
組
織
が
そ
の
ま
ま
搾

取
関
係
へ
と
否
定
的
に
転
化
し
て
、
こ
の
よ
う
な
独
特
の
制
度
が
盛
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
経
営
事
例
分
析
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
諸
点
が
確
認
で
き
る
。
第
一
に
、
自
小
作
上
農
層

が
も
っ
と
も
多
面
的
な
経
営
を
行
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
農
産
物
の
商
品
化
も
多
様
な
作
物
に
亙
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
地
主
自
作
層
で
は
米

作
と
貸
付
収
入
の
割
合
が
高
く
、
彼
ら
の
貧
農
層
へ
の
寄
生
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
。
自
作
地
主
層
は
、
一
九
〇
五
年
以
後
の
日
本
に
よ

る
農
業
構
造
再
編
政
策
の
下
で
地
主
的
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
過
渡
的
存
在
で
あ
る
。

　
第
二
に
明
ら
か
な
こ
と
は
、
貧
農
層
に
お
け
る
労
賃
収
入
の
高
さ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
上
農
層
に
お
け
る
労
賃
支
出
の
高
さ
か
ら
判
断
し
て
、

当
時
の
農
村
に
お
い
て
進
行
し
て
い
た
の
が
ま
さ
に
農
民
層
の
分
解
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
節
の
モ
ス
ム
雇
傭
主
の
分

析
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
一
～
三
人
程
度
の
モ
ス
ム
と
農
繁
期
に
お
け
る
日
雇
を
導
入
し
て
商
業
的
農
業
を
営
ん
で
い
た
自
小
作
上
農
層
B
窟

　
⑳
畏
層
の
広
範
な
存
在
こ
そ
、
当
時
の
農
民
層
分
解
の
特
徴
的
な
姿
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
第
三
に
明
ら
か
な
の
ぱ
、
」
こ
れ
ら
訂
小
作
上
農
層
の
貧
農
層
に
対
す
る
生
産
力
的
優
位
が
主
と
し
て
労
働
力
利
用
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
、
地
力
利
用
腱
維
持
方
式
と
し
て
は
両
者
の
間
に
質
的
差
異
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
彼
ら
の
経
営
の
致
命
的
弱
点
で
あ
り
、

後
に
日
本
の
諸
政
策
に
よ
っ
て
彼
ら
の
両
極
分
解
が
進
め
ら
れ
て
い
く
際
の
重
要
な
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
三
節
　
自
小
作
上
農
層
成
長
の
要
因

　
最
後
に
、
甲
午
改
革
以
後
の
自
小
作
上
農
層
の
成
長
を
可
能
に
し
た
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
賭
地
法
」
に
つ
い
て
、
簡
単
に

述
べ
て
お
こ
う
。
　
一
八
世
紀
以
降
新
た
に
出
現
し
て
く
る
　
「
賭
地
法
」
と
呼
ば
れ
る
土
地
慣
行
を
農
民
的
土
地
所
有
の
成
長
と
い
う
観
点
か
ら

捉
え
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
許
宗
朝
野
の
画
期
的
労
作
『
朝
鮮
封
建
末
期
の
小
作
綱
研
究
』
第
三
章
「
賭
地
法
、
永
代

小
作
と
土
地
転
貸
制
の
発
生
・
発
展
」
で
あ
っ
た
。
許
氏
の
論
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
e
　
賭
地
法
は
黄
緯
欄
の
発
展
を
前
提
と
し
て
、
土
地
所
有
権
が
直
接
的
隷
属
関
係
を
抜
け
出
し
て
経
済
的
関
係
に
移
り
始
め
た
時
期
に
発

　
生
し
た
。
賭
地
の
最
も
早
い
記
録
と
し
て
は
一
七
世
紀
後
半
の
『
新
製
受
教
輯
録
』
の
退
田
地
規
定
が
あ
る
が
、
普
遍
化
さ
れ
る
の
は
一
八

　
世
紀
末
か
ら
で
あ
り
、
　
一
九
世
紀
に
入
っ
て
初
め
て
そ
の
新
た
な
面
貌
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
⇔
　
賭
地
法
発
生
の
原
因
は
、
開
墾
や
水
利
開
発
の
際
に
小
作
人
が
労
働
力
乃
歪
は
資
金
を
提
供
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
も
っ
と
も
多
く
、

　
後
に
は
地
主
が
営
利
鼠
戸
で
普
通
の
小
作
地
に
賭
地
権
を
設
定
し
、
そ
れ
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
発
生
し
た
。
従
っ
て
賭
地
権
は
小

　
作
人
の
財
産
権
で
あ
り
、
賭
地
法
の
第
一
の
特
微
で
あ
る
土
地
使
用
権
の
小
作
人
に
よ
る
私
有
化
も
こ
れ
に
由
来
す
る
。

　
⇔
　
賭
地
法
の
第
二
の
特
徴
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
比
較
的
低
率
の
定
額
地
代
制
が
採
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
鋤
　
第
三
の
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
翠
微
は
、
賭
地
権
を
地
主
の
承
諾
な
し
に
第
三
者
に
自
由
に
転
貸
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
賭
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ

　
権
を
第
三
者
に
転
貸
す
る
者
を
中
密
主
と
雷
い
、
中
沓
主
は
転
借
人
か
ら
は
一
般
小
作
並
み
の
小
作
料
（
中
華
定
）
を
受
け
取
り
、
地
主
に

　
は
そ
れ
よ
り
少
額
の
小
作
料
（
元
支
定
）
を
支
払
っ
て
、
両
者
の
差
を
自
己
の
所
得
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
申
沓
主
は
全
国
で
か
な
り
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
は
雇
傭
労
働
を
採
用
し
て
自
ら
が
直
接
賭
地
経
営
を
行
な
う
こ
と
は
な
く
、
基
本
的
に
封
建
的
性
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う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
う

　
格
か
ら
抜
け
出
て
い
な
い
。

李
朝
末
期
に
お
け
る
農
民
的
土
地
所
有
は
、
こ
の
よ
う
な
賭
地
法
の
形
式
を
通
じ
て
前
進
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
中
翼
長
の
よ
う
な
土
地

所
有
の
重
層
化
を
生
み
出
す
だ
け
で
は
、
李
朝
封
建
制
の
土
地
所
有
体
系
そ
の
も
の
の
解
体
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
前

工
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
甲
午
以
後
の
時
期
に
な
る
と
事
態
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
様
相
を
帯
び
て
く
る
。
許
氏
に
よ
れ
ば
、
開
港
前

の
哲
三
朝
ま
で
は
公
地
価
格
（
H
土
地
使
用
権
価
格
）
は
地
価
の
二
〇
％
前
後
で
あ
っ
た
の
に
、
開
港
後
の
高
亡
朝
に
な
る
と
地
価
の
二
～
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

％
に
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
利
用
し
て
自
小
作
上
農
層
は
賭
地
権
を
自
己
の
手
に
集
中
し
つ
つ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
熟
地
価
格
の
地
価
に
比
し
て
の
相
対
的
低
下
の
原
因
で
あ
る
が
、
そ
の
経
済
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
よ
く

分
か
ら
な
い
。
た
だ
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
賭
地
価
格
の
相
対
的
低
下
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
賭
地
法
を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
す
る

地
主
磨
と
対
決
し
て
、
耕
作
権
を
守
り
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
農
民
た
ち
の
闘
争
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
．
に
、
自
小
作

上
農
層
の
成
長
に
よ
り
当
時
の
農
村
に
お
け
る
階
級
関
係
に
は
ど
の
よ
う
な
変
動
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
農
民
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て

は
い
か
な
る
形
で
現
わ
れ
て
い
た
か
を
、
章
を
改
め
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

③
　
前
掲
「
光
武
年
開
の
藪
田
事
業
に
関
す
る
｝
研
究
」
二
〇
一
頁
。

②
　
『
通
商
奨
纂
』
一
八
九
五
年
二
〇
号
雑
ノ
部
所
収
「
朝
鮮
剛
忠
清
道
地
方
巡
回

　
復
命
書
」
一
〇
、
　
｝
三
頁
。

③
前
掲
『
韓
国
土
地
農
産
調
査
報
告
京
畿
道
・
忠
清
道
・
江
原
道
』
四
九
｝
頁
。

④
　
京
都
大
学
の
河
合
文
庫
に
は
『
新
川
里
大
群
』
と
名
付
け
ら
れ
た
量
案
が
一
冊

　
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
年
代
は
開
港
前
の
も
の
で
あ
る
。

⑤
　
こ
れ
ら
の
戸
籍
が
な
ぜ
京
都
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
境

　
在
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
思

　
う
の
で
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑥
「
〔
憂
虞
版
籍
〕
β
前
内
部
叛
籍
局
吋
縄
各
署
警
務
官
量
斉
会
幽
9
ユ
芦
口
調
査
新

　
規
署
欄
重
盗
正
門
9
斐
と
郭
各
署
管
内
家
戸
之
新
建
鋳
頽
圧
卦
鍛
二
瀬
外
国
人
買
家

　
与
人
口
外
背
戸
率
戸
寄
口
傭
蓬
葺
遣
胃
薬
ぢ
朗
統
表
」
島
上
4
程
愛
依
言
命
竹
笛
修

　
謝
す
瑚
坊
契
洞
淵
罫
統
戸
次
序
甚
分
明
貫
録
ン
9
国
冊
子
編
成
時
醗
丹
数
喜
分
明
填

　
書
τ
肉
門
牌
茎
這
逡
申
餉
右
み
さ
漆
毬

⑦
　
こ
の
戸
口
調
査
が
完
全
に
正
確
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
『
皇
城
新
聞
』
光

　
武
四
年
七
月
二
七
日
付
コ
戸
口
作
好
」
と
い
う
記
事
に
も
、
郡
の
雷
記
が
人
数
を

　
増
や
す
た
め
に
虚
名
を
記
載
し
た
り
、
寄
口
や
雇
傭
を
偽
っ
て
記
載
し
た
り
す
る

　
例
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
い
う
例
は
あ
る
に
せ
よ
、
当
蒔
の
家
族
構
成

　
の
概
要
を
示
す
史
料
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

⑧
　
モ
ス
ム
と
い
う
概
念
に
は
、
地
憲
の
土
地
管
理
人
と
し
て
独
立
し
た
生
計
を
営

　
ん
で
い
る
者
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
よ
り
狭
い
意
味
で
モ
ス
ム
と
い
う

　
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
点
は
安
乗
胎
氏
の
御
教
示
に
依
る
。
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刺鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

⑨
一
九
〇
…
年
現
在
の
七
道
の
総
戸
数
は
八
八
八
、
三
五
七
戸
と
な
っ
て
い
る

　
（
『
論
証
城
一
新
聞
』
光
武
六
年
一
門
月
二
照
臼
【
付
「
一
　
日
統
計
」
　
に
依
る
）
。

⑩
　
「
朝
鮮
農
業
の
労
力
組
成
」
（
協
調
会
編
『
社
会
政
策
聴
報
』
二
〇
八
号
所
収
、

　
一
九
三
八
年
）
。
　
曝
本
に
お
い
て
は
一
九
二
〇
年
現
在
で
定
雇
労
働
者
を
雇
傭
す

　
る
農
家
は
、
全
農
家
戸
数
の
四
・
一
八
三
％
に
過
ぎ
な
い
（
臼
本
証
商
務
省
農
務

　
局
編
「
本
邦
農
業
ノ
塒
櫛
況
及
曲
炭
掌
ρ
労
働
瀞
着
二
関
四
ス
ル
調
査
」
『
骨
太
翫
投
業
発
達
史
』

　
第
山
ハ
巻
所
収
、
　
七
八
　
二
百
パ
）
。

⑪
　
「
併
合
」
以
前
と
以
後
で
、
提
業
に
お
け
る
雇
傭
労
働
の
役
割
や
形
態
が
ど
う

　
い
う
要
因
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
は
、
農
民
層
分
解
の
特
徴
を
把

　
奏
す
る
上
で
重
要
な
謙
題
で
あ
ろ
う
。

⑫
　
一
五
～
照
五
歳
を
成
年
男
子
労
働
者
と
す
る
の
に
は
明
確
な
根
拠
が
な
い
が
、

　
た
だ
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
ツ
レ
と
呼
ば
れ
る
共
同
労
働
組
織
等
で
は
一
五
歳
以

　
上
を
一
人
前
と
見
倣
し
た
よ
う
で
あ
る
。

⑩
前
掲
拙
稿
参
照
。

⑭
　
例
え
ば
建
陽
二
年
の
平
安
南
道
順
用
郡
の
四
つ
の
面
の
戸
籍
で
は
、
六
六
三
戸

　
の
う
ち
モ
ス
ム
を
雇
傭
し
て
い
る
の
は
一
〇
戸
、
光
武
九
年
黄
海
道
雪
色
郡
の
二

　
面
で
は
七
八
九
戸
中
三
コ
戸
、
建
陽
一
　
年
威
鏡
畦
道
永
興
郡
の
二
面
で
は
八
九
四

　
戸
中
九
戸
と
な
っ
て
い
る
。

⑯
　
農
家
の
個
別
経
営
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
朝
鮮
に
は
ま
だ
多
く

　
残
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
「
秋
収
記
」
の
よ
う
な
文
書
類
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。
　
「
秋
収
記
」
を
利
用
し
た
本
格
的
研
究
と
し
て
は
ま
だ
金
轡
墜
氏
の
も

　
の
し
か
発
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
朝
鮮
に
お
け
る
史
料
発
掘
・
研
究
の
進
展

　
が
切
に
期
待
さ
れ
る
。

⑯
　
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
灘
北
は
大
豆
の
商
二
化
が
も
っ
と
も
盛
ん
な
地
域
で
あ

　
つ
た
。
大
豆
の
商
品
化
が
広
範
な
農
偽
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
こ
と
と
、
慶
北
に

　
お
け
る
自
小
作
上
農
の
広
範
な
存
在
と
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

　
る
。

⑰
　
地
主
自
作
と
陰
作
地
主
の
区
鋼
は
、
所
有
面
積
の
う
ち
の
多
く
の
部
分
を
小
作

　
さ
せ
、
残
り
一
部
分
を
自
家
耕
作
し
て
い
る
者
を
前
者
と
し
、
遂
の
者
を
後
者
と

　
し
た
。

⑱
　
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
階
層
ご
と
の
米
の
商
贔
化
率
は
地
主
九
七
・
四
％
、

　
自
作
農
六
二
・
五
％
、
自
小
作
農
七
｝
・
七
％
、
小
作
農
一
一
・
六
％
と
な
っ
て

　
い
て
（
久
間
健
一
『
刺
鮮
農
政
の
課
題
』
一
八
八
頁
、
　
一
九
四
三
年
）
、
何
れ
の

　
階
属
の
商
品
化
率
も
「
併
合
」
蒔
よ
り
遙
か
に
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
産

　
米
増
【
殖
計
噌
陽
」
等
に
よ
り
泓
小
の
商
品
化
の
み
が
異
常
に
進
み
、
他
の
作
　
物
の
商
品
．

　
化
が
抑
圧
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

⑲
金
容
婆
氏
の
研
究
に
依
れ
ば
、
一
八
五
八
年
か
ら
一
九
〇
六
年
に
か
け
て
牛
価

　
は
六
〇
倍
強
に
も
な
っ
て
お
り
（
前
掲
「
韓
宋
・
日
帝
下
の
地
主
制
…
事
例
一
」

　
出
入
頁
）
、
　
こ
れ
に
伴
っ
て
牛
の
貸
付
賃
も
高
騰
し
た
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る

　
活
貧
党
闘
争
に
お
い
て
「
屠
牛
を
厳
禁
す
べ
し
近
来
牛
疫
に
倒
る
Σ
も
の
多
し
八

　
道
の
営
邑
及
市
場
閥
里
に
日
に
屠
す
る
も
の
多
く
為
に
従
山
米
農
牛
・
数
十
頭
を
飼
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
へ
　
　
を
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
へ

　
し
来
り
し
洞
里
に
し
て
親
近
僅
か
に
五
六
頭
を
養
ふ
に
過
ぎ
す
之
に
よ
り
農
業
を

　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
へ

　
失
す
る
も
の
多
し
故
に
即
ち
闘
内
に
進
む
る
も
の
を
除
く
の
外
総
て
屠
牛
を
厳
禁

　
し
農
業
を
失
す
る
の
弊
を
除
く
こ
と
」
（
儒
夫
良
工
『
韓
半
島
』
七
九
頁
、
｝
九

　
〇
一
年
）
と
い
う
要
求
が
掲
げ
ら
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
事
態
と
関
連
す
る
も
の

　
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
上
農
層
が
労
働
力
を
多
投
す
る
こ
と
に
よ
り
高
い
生
産
力
水
準
を
誰
持
す
る
と

　
い
う
現
象
は
、
李
朝
後
期
に
既
に
見
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
前
半
を
飾
る
最
大
の
農

　
書
『
林
園
十
六
憲
』
の
著
者
で
あ
る
徐
有
築
が
著
わ
し
た
『
杏
蒲
志
』
　
（
大
阪
麿

　
立
図
書
館
蔵
）
に
は
そ
の
よ
う
な
例
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
一
例
だ
け
示
し
て

　
お
く
と
、
巻
二
・
耕
紀
条
に
「
按
、
我
東
湖
南
沿
海
多
占
、
或
有
土
中
多
蔵
石
礫
、

　
不
可
二
三
黎
者
、
往
往
用
人
踏
黎
起
愚
者
、
其
制
与
周
氏
所
記
、
大
事
少
異
。

　
ヘ
　
　
　
モ
　
　
エ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
広
野
之
家
、
不
可
不
置
此
黎
、
以
待
石
骨
導
將
選
果
。
其
開
荒
荊
棘
園
地
、
尤
不

　
可
無
此
器
。
」
と
あ
る
。
踏
黎
を
利
用
す
る
の
に
多
く
の
労
働
力
を
要
し
た
で
あ
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ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
　
な
お
、
李
朝
後
期
の
農
業
生
産
力
の
水
塗
と
特
質
ハ
、
及
び
そ
れ
が
開
港
後
の
農

　
業
変
動
を
い
か
に
規
定
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
曝
ら
か
に
し
た
い
。

⑳
朝
鮮
総
督
府
編
『
朝
鮮
ノ
小
作
慣
行
、
下
』
　
（
～
九
三
二
年
）
続
編
三
七
頁
。

⑳
　
久
間
健
一
「
労
働
隊
鱗
度
と
雇
只
隊
綱
度
」
（
『
朝
鮮
農
業
の
逓
代
的
様
相
』
所

　
収
、
一
九
三
五
年
）
二
七
三
頁
。

⑳
　
同
上
書
二
二
三
頁
。

⑳
　
本
稿
で
は
一
～
五
町
歩
の
経
営
面
積
を
維
持
し
て
い
る
層
を
自
小
作
上
農
厨
と

　
見
敬
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
當
農
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
現

　
在
の
と
こ
ろ
個
別
経
営
の
購
例
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
た
め
に
、
篤
農
経
営
の
最

　
低
韮
準
面
積
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
金
容
…
饗
琉
の
言
わ
れ
る
「
経
営
型
密
農
」
な
る
概
念
は
理
論
的
に
誤
っ

　
て
い
る
。
即
ち
、
金
氏
は
「
経
営
型
寓
農
」
を
「
地
盛
型
富
農
」
と
対
比
さ
せ
て

　
遵
い
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
純
然
た
る
地
主
で
あ
っ
て
、
経
済
的
範
購
と
し
て

　
の
富
農
と
は
全
く
異
な
る
。
厳
密
な
意
味
で
は
、
窟
農
は
す
べ
て
「
経
営
型
〔
で

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑭
　
一
九
六
五
年
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑳
　
同
上
霞
…
四
二
頁
。
許
残
の
主
張
は
周
藤
吉
之
氏
の
「
朝
鮮
後
期
の
田
沓
文
記

　
に
闘
す
る
研
究
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
一
七
、
八
、
九
所
収
、
一
九
三
七
年
。
の

　
ち
『
清
代
東
ア
ジ
ア
史
研
究
』
に
再
録
）
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
韓
国
園
立

　
中
央
図
書
館
編
『
古
文
書
解
題
1
』
（
　
九
七
〇
年
）
所
載
の
土
地
売
買
文
記
や
、

　
前
掲
『
朝
鮮
ノ
小
作
慣
行
上
・
下
』
所
載
の
賭
地
放
売
文
記
か
ら
も
、
開
港
後
の

　
賭
地
価
格
の
絹
対
的
低
落
と
い
う
現
象
が
窺
え
る
。
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第
三
章
　
土
地
所
有
・
農
業
生
産
を
廻
る
階
級
対
立

　
賭
地
法
を
基
盤
と
し
て
か
な
り
広
い
面
積
の
土
地
を
営
利
鼠
的
で
小
作
す
る
自
小
作
上
農
（
－
富
農
）
層
が
成
長
し
て
き
た
こ
と
は
、
従
来

の
土
地
所
有
関
係
を
大
き
く
揺
り
動
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
米
の
商
晶
化
過
程
に
典
型
的
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
旧
来
の
地
主
層
の
中

に
も
、
開
港
・
甲
午
改
革
後
の
新
た
な
事
態
に
対
応
し
て
地
主
経
営
を
強
化
し
て
く
る
部
分
が
存
在
し
た
。
か
く
て
こ
の
時
期
の
土
地
所
有
関

係
は
、
地
主
一
1
自
小
作
上
農
（
曄
富
農
）
1
貧
農
の
三
者
の
対
抗
関
係
を
基
本
矛
盾
と
し
て
、
更
に
土
地
所
有
へ
の
進
出
を
狙
う
日
本
の

登
場
が
副
次
的
矛
盾
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
構
造
で
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の
評
者
の
対
抗
と
同
盟
の
関
係
を
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
当
時
の
農
村
に
お
け
る
階
級
対
立
の
様
態
を
示
す
特
徴
的
な
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
A
〔
漱
早
生
革
〕
全
州
・
益
山
等
の
地
に
六
百
余
石
に
な
る
町
税
が
有
り
、
昔
か
ら
盈
虚
燥
氏
の
家
で
収
税
し
て
い
た
が
窃
甲
午
以
後
聞
氏

　
が
新
し
い
規
則
に
従
っ
て
（
こ
の
税
を
）
廃
止
し
徴
収
し
な
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
雑
輩
た
ち
が
介
入
し
て
悪
巧
み
を
行
な
い
、
（
こ
の
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獣
が
）
典
洞
宅
の
所
属
に
な
っ
た
と
か
、
明
礼
宮
の
所
属
に
な
っ
た
と
か
雷
っ
て
、
毎
年
従
来
通
り
収
税
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
度
の

全
州
民
擾
に
お
い
て
そ
の
弊
を
説
く
者
が
多
い
の
で
閣
氏
が
そ
れ
を
聞
い
て
大
変
驚
き
、
全
州
観
察
に
手
紙
を
送
る
一
方
、
人
を
（
当
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
）
送
っ
て
こ
の
弊
を
永
久
に
な
く
す
よ
う
に
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

B
〔
駅
民
等
訴
〕
高
層
郡
で
駅
奮
を
耕
作
し
て
い
る
人
た
ち
三
・
四
〇
名
が
度
支
大
門
の
前
に
一
斉
に
集
ま
っ
て
連
名
で
訴
え
て
い
る
の
で

そ
の
理
由
を
問
う
と
次
の
よ
う
に
賑
う
。
私
た
ち
の
駅
奮
で
は
賭
租
を
代
々
納
の
方
法
に
よ
り
、
昨
年
に
は
上
蕾
は
十
二
両
五
銭
、
中
沓

は
十
両
、
下
沓
は
七
両
五
銭
つ
つ
納
め
て
い
た
が
、
今
年
は
前
例
を
変
更
し
て
賭
租
と
し
て
米
十
三
斗
つ
つ
を
（
現
物
で
）
督
促
さ
れ
納
め

さ
せ
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
時
価
で
計
算
す
れ
ば
八
十
余
両
に
も
な
る
。
　
（
そ
れ
の
み
な
ら
ず
）
ま
た
田
畑
が
川
に
落
ち
込
ん
で
魚
が
波
に

戯
れ
て
い
る
よ
う
な
所
と
か
、
砂
と
石
ば
か
り
の
荒
地
に
も
前
例
に
依
っ
て
結
論
を
取
立
て
る
。
そ
の
た
め
安
ら
か
に
生
活
で
き
る
わ
け
が

な
く
、
み
ん
な
逃
亡
し
て
無
人
の
境
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
　
（
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
私
た
ち
に
は
）
何
の
罪
も
な
い
こ
と
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

（
度
支
部
に
）
訴
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

C
、
　
〔
信
書
禰
信
〕
荘
川
郡
声
黙
坊
に
あ
る
於
義
宮
の
富
庄
土
の
都
監
官
（
総
取
締
役
）
で
あ
る
金
已
渉
が
去
年
秋
に
（
そ
れ
ま
で
の
）
永

税
を
改
め
て
、
一
斗
落
ご
と
に
数
倍
も
増
税
し
て
取
立
て
る
の
で
、
小
作
人
の
中
の
金
穴
元
が
府
郡
に
実
情
を
訴
状
と
し
て
提
議
し
た
…
…

　
　
③

（
以
下
略
）

D
〔
半
ト
の
概
実
〕
南
方
か
ら
来
た
人
が
（
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
）
半
ト
の
語
義
を
解
明
し
た
が
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

嶺
南
（
慶
尚
道
の
異
称
）
の
習
慣
で
甲
午
以
前
に
は
沓
主
と
小
作
人
が
秋
の
収
穫
を
折
半
す
る
時
に
、
ま
ず
納
税
用
に
～
負
あ
た
り
斎
米
一

斗
を
先
に
除
い
て
（
そ
れ
を
）
小
作
人
に
納
税
さ
せ
て
い
た
の
で
、
実
際
に
は
沓
主
と
小
作
人
が
五
升
つ
つ
分
担
し
て
い
た
（
わ
け
で
あ
る
）
。

そ
の
時
の
情
況
で
言
え
ば
、
黒
谷
（
税
額
）
は
一
骨
に
つ
き
七
、
八
銭
で
あ
り
、
一
斗
当
り
の
米
価
は
平
年
で
四
、
五
銭
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
、
影
野
の
実
利
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
（
甲
午
の
）
更
張
以
後
、
一
負
当
り
の
税
は
三
銭
と
な
り
（
一
方
）
米
価
は
倍
に
も

騰
貴
し
た
の
で
、
沓
主
だ
ち
が
そ
の
実
際
の
利
害
を
は
か
っ
て
小
作
人
に
負
ご
と
に
税
と
し
て
米
を
五
升
つ
つ
収
め
さ
せ
、
奮
主
自
ら
が
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（
そ
れ
を
銭
に
換
え
て
）
納
税
す
る
よ
う
に
し
た
。
従
っ
て
そ
の
利
益
が
沓
主
に
全
て
帰
す
る
の
で
過
日
宮
内
府
で
劉
堂
氏
を
派
遣
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
晋
州
等
の
地
の
諸
奮
主
に
甲
午
以
後
の
利
益
を
計
算
し
て
納
め
さ
せ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
E
　
賭
地
権
の
付
随
し
た
龍
洞
宮
の
土
地
が
あ
る
人
に
贈
ら
れ
た
が
、
小
作
人
た
ち
は
そ
の
後
も
従
来
通
り
の
小
作
料
を
支
払
っ
て
耕
作
し

　
た
だ
け
で
な
く
、
小
作
人
閥
で
任
意
に
寒
地
権
の
売
買
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
光
武
元
年
に
ま
た
地
主
が
変
わ
り
、
新
し
い
地
主
は
そ
の

　
土
地
の
小
作
料
が
低
額
な
の
で
、
こ
れ
を
折
半
法
に
改
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
農
民
た
ち
は
、
こ
の
土
地
は
自
分
た
ち
が
捨
印
宮
の
許
可

　
を
得
て
出
資
起
耕
し
、
宮
家
か
ら
定
額
小
作
料
で
永
久
に
耕
作
権
を
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
収
穫
を
地
主
と
小
作
人
で
折
半
す
る
と
い

　
う
よ
う
な
こ
と
は
不
都
合
で
あ
る
と
し
て
反
対
し
た
。
し
か
し
地
主
は
自
分
が
要
職
に
就
い
て
い
た
の
を
悪
用
し
て
強
欄
的
に
小
作
料
を
引

　
上
げ
た
。
更
に
、
光
武
五
年
に
再
び
小
作
料
を
増
額
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
今
度
は
農
民
た
ち
が
が
ま
ん
出
来
ず
、
つ
い
に
裁
判
所
に
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
る
に
至
り
、
結
局
農
禺
側
の
勝
訴
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
五
つ
の
例
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
地
主
の
小
作
料
増
加
や
地
方
宮
の
雑
税
賦
課
の
動
き
が
階
午
以
後
広
範
に
見
ら
れ
た
こ
と
、
し

か
も
そ
う
し
た
動
き
が
開
港
を
契
機
と
す
る
商
品
経
済
の
発
展
や
甲
午
改
革
に
よ
る
租
税
の
金
納
化
等
の
新
た
な
事
態
と
密
接
な
関
連
を
持
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
地
主
が
小
作
料
を
引
上
げ
た
り
、
地
方
官
が
種
々
の
名
目
で
附
加
税
を
取
り
立
て
た
り
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
よ
く
あ

つ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
そ
の
動
機
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
B
の
例
で
そ
れ
ま
で
銭
納
さ
せ
て
い
た
小

作
料
を
現
物
納
に
逆
戻
り
さ
せ
た
の
は
、
当
時
の
米
価
騰
貴
に
よ
る
利
益
を
当
込
ん
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
D
の
半
ト
を
廻
る
地
主
の
動
き

に
は
よ
り
隅
確
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
開
港
や
甲
午
改
革
を
契
機
と
し
た
商
品
経
済
の
発
展
、
就
中
米
の
骨
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

化
の
発
展
は
、
地
主
層
の
致
命
欲
に
新
た
な
刺
激
を
与
え
、
経
営
者
と
し
て
の
自
覚
に
図
覚
め
る
落
卵
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
主
宮
田
腰
の
こ
の
よ
う
な
動
き
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
農
民
た
ち
の
強
力
な
反
対
に
出
会
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
地
主
や
官
僚
の
動
き
に
時
代
的
舞
々
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
一
管
の
対
応
の
仕
方
に
も
注
目
す
べ
き
特
製
が
幾
つ
か
見
ら
れ
た
。
ま

ず
A
の
例
に
お
い
て
、
農
黒
た
ち
は
潅
税
廃
止
を
要
求
す
る
根
拠
と
し
て
甲
午
改
革
に
お
け
る
雑
税
廃
止
を
挙
げ
て
い
る
が
、
同
様
の
例
は
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⑦

『
皇
城
新
聞
』
に
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
甲
午
改
革
に
お
い
て
雑
税
が
廃
止
さ
れ
た
と
雷
っ
て
も
、
地
方
官
な
ど
が
い
ろ
ん
な
手
段
に
よ

っ
て
新
た
な
名
目
の
税
を
賦
課
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
農
民
の
下
か
ら
の
要
求
と
結
び
付
く
こ
と
に
よ
り
初
め
て
雑
税
廃
止
を
実
現
し

う
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
琶
え
よ
う
。

　
農
民
の
対
応
で
注
目
す
べ
き
特
徴
の
第
二
は
、
米
価
騰
貴
に
よ
る
利
益
を
求
め
て
の
地
主
の
小
作
料
増
額
等
の
行
為
に
反
対
す
る
農
民
の
中

に
、
二
つ
の
対
応
の
仕
方
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
、
貧
農
層
を
中
心
と
し
た
米
の
商
劇
化
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
対
応
の
仕
方
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
一
八
九
九
年
頃
か
ら
中
津
部
地
方
一
帯
に
起
こ
っ
た
「
活
野
党
」
闘
争
に
お
い
て
、
　
「
近
来
他
国
へ
穀
類
を
輸
出
す
る
も
の
尤
も
多
し
穀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

価
為
め
に
高
登
し
貧
寒
な
る
人
民
飢
死
に
頻
す
至
急
防
穀
を
施
し
救
民
法
を
採
る
こ
と
」
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
や
、
光
武
二
年
一
〇
月
に
米
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

出
禁
止
を
内
部
に
請
願
し
た
「
保
塁
壁
」
の
訴
え
等
は
そ
の
例
で
あ
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
貧
農
層
で
は
米
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
者
が
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
、
米
価
高
騰
は
と
り
わ
け
こ
の
層
に
打
撃
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
D
の
例
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
米
価
騰
貴
に
よ
る
利
益
を
沓
主
が
得
る
の
か
、
小
作
人
が
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
っ
て
、
米
の
商
品
化
を
廻
る
対
立
で
は
あ
る
が
、
先
の
地
主
一
貧
農
の
対
立
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
半
ト
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

題
が
起
き
て
い
る
晋
州
地
方
と
い
う
の
は
農
業
生
産
の
最
先
進
地
域
で
あ
り
、
甲
午
以
前
に
は
棉
花
・
綿
布
生
産
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
こ
の
地
方
に
自
小
作
上
農
（
日
富
農
）
層
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
予
想
し
う
る
。
従
っ
て
、
半
ト
を
廻
る
対
立

は
、
米
の
商
品
化
を
担
う
べ
き
二
つ
の
層
同
士
の
対
立
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
判
断
し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
C
や
E
も
タ
イ
プ
は
異
な
る
が
地
主
と
自
小
作
上
農
と
の
対
立
を
暗
示
す
る
よ
う
な
例
で
あ
る
と
言
え
る
。
即
ち
、
永
税
と
か
貴
地
権
は
自

小
作
上
農
層
の
成
長
を
可
能
に
し
た
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
れ
を
廃
止
せ
ん
と
す
る
地
主
の
意
図
に
中
心
に
な
っ
て
反
対
し
た
の

は
彼
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
許
宗
浩
・
金
容
璽
両
氏
の
研
究
に
依
れ
ば
、
長
房
田
の
小
作
条
件
は
一
般
の
民
田
に
比
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

小
作
人
に
有
利
で
あ
り
中
沓
主
や
「
経
営
型
富
農
」
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
C
、
E
と
も
に
宮
房
田
に
関
係
の
あ
る
土
地

だ
っ
た
こ
と
は
、
上
の
推
測
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。
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以
上
幾
つ
か
の
具
体
的
な
例
の
特
微
や
、
更
に
前
二
章
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
総
合
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
の
農
村
に
お
け
る
階
級
対
立

は
、
直
接
生
産
者
の
土
地
耕
作
権
髄
事
実
上
の
農
民
的
土
地
所
有
を
発
展
さ
せ
る
の
か
否
か
を
廻
っ
て
の
、
地
主
¢
自
小
作
上
農
・
貧
農
の
矛

盾
が
基
本
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
農
業
に
お
け
る
商
品
経
済
化
の
二
つ
の
コ
ー
ス
、
地
主
主
導
型
と
自
小
作
上
農
主
導

型
と
の
対
立
も
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
、
モ
ス
ム
雇
傭
や
自
小
作
上
農
層
へ
の
小
作
地
の
集
中
に
よ
り
、
自
小
作
上
農
と
貧
農

と
の
矛
盾
も
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
主
要
に
は
地
代
の
低
額
固
定
や
小
作
権
の
安
定
と
い
う
共
通
の
要
求
で
両
者
が
連
合
し
う
る
側
面
の
方
が
、

な
お
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
当
時
の
歴
史
的
条
件
の
下
で
、
自
小
作
上
農
層
が
歴
史
の
歯
車
を
前
進
さ
せ
る
指
導
勢
力
と
な
り
う

る
客
観
的
基
盤
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
自
小
作
上
燧
（
－
富
農
）
層
を
中
核
と
し
て
事
実
上
の
農
民
的
土
地
所
有
を
議
揚
す
闘
争
が
多
様
な
形
態
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時

朝
鮮
の
土
地
所
有
を
狙
っ
て
い
た
日
本
人
に
と
っ
て
も
大
き
な
障
害
で
あ
っ
た
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
当
初
日
本
は
朝
鮮

へ
の
大
規
模
な
農
業
移
民
の
投
入
を
考
え
て
い
た
が
、
上
述
し
た
よ
う
な
農
民
的
土
地
所
有
を
譲
指
す
動
き
が
活
発
で
あ
っ
た
状
況
の
下
で
は
、

そ
れ
が
不
可
能
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次
の
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
所
有
権
だ
け
を
獲
得
し
て
地
主
と
な
る
か
、
或

い
は
大
規
模
な
開
墾
を
意
図
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
本
邦
人
が
韓
国
内
ノ
既
墾
水
田
畑
ヲ
購
入
シ
之
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ハ
其
生
産
力
ヲ
発
揮
ス
ル
上
盆
棚
カ
ア
ル
ヘ
キ
ハ
勿
論
葡
モ
土
地
二
対

　
シ
テ
投
資
ス
ル
以
上
ハ
既
墾
地
ノ
購
入
ヲ
以
テ
最
モ
麿
利
ト
ス
ベ
キ
ハ
疑
ナ
ク
且
ツ
仮
ヒ
荒
蕪
地
ヲ
開
拓
セ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
モ
多
数
ノ
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ニ
於
テ
ハ
同
時
二
既
墾
地
ノ
購
入
ヲ
便
利
ト
ス
ル
や
必
セ
リ
（
中
略
）
　
一
旦
購
入
シ
タ
ル
土
地
ヲ
小
作
韓
人
ヨ
リ
引
上
ケ
之
ヲ
我
農
民
ノ
手

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ

　
事
跡
サ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
社
会
上
種
々
ノ
困
難
ア
リ
到
底
大
ナ
ル
範
囲
隔
離
リ
テ
実
行
セ
ラ
ル
ベ
キ
見
込
ナ
ク
且
ツ
韓
人
ノ
農
業
法
ナ
ル
モ
ノ

　
改
良
ス
ベ
キ
余
地
ノ
多
キ
議
論
ナ
キ
モ
之
ヲ
以
テ
甚
シ
キ
幼
稚
ト
ナ
ス
如
キ
ハ
畢
寛
真
相
ヲ
誤
テ
リ
ト
馬
蝿
ラ
ル
ル
ニ
ヨ
リ
既
成
地
二
対
ス

　
ル
着
手
ハ
或
ハ
模
範
田
、
畑
ヲ
作
ク
ル
コ
ト
荒
蕪
地
開
墾
事
業
着
手
ノ
根
拠
地
ヲ
得
ル
コ
ト
等
二
止
メ
主
ナ
ル
目
的
ハ
農
事
上
ノ
改
良
ヲ
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
進
ス
ル
一
二
置
ク
ヲ
利
益
ト
信
ス
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朝鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

し
か
し
、
小
規
模
な
土
地
所
有
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
鼠
本
人
に
よ
る
大
規
模
な
土
地
所
有
の
実
現
は
農
民
の
反
対
に
遭
っ
て
非
常
に
困
難
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
艮
本
人
や
そ
の
他
の
外
国
入
の
土
地
所
有
に
対
す
る
反
対
闘
争
は
枚
挙
に
邊
な
い
が
、
も
っ
と
も
著
名
な
例
は
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

〇
四
年
に
起
こ
っ
た
日
本
人
の
荒
蕪
地
開
拓
権
要
求
に
反
対
す
る
闘
争
で
あ
る
。
日
本
は
一
九
〇
四
年
に
「
対
韓
施
設
綱
領
」
な
る
朝
鮮
侵
略

方
針
を
決
定
し
、
そ
れ
に
基
い
て
朝
鮮
全
土
の
荒
蕪
地
の
開
拓
権
を
五
〇
年
の
期
限
で
日
本
人
に
委
任
す
る
内
容
の
要
求
を
行
な
っ
て
き
た
。

こ
の
要
求
に
対
し
て
政
府
は
態
度
を
決
め
か
ね
て
い
た
が
、
広
範
な
民
衆
が
直
ち
に
反
対
闘
争
を
展
開
し
始
め
た
。
ソ
ウ
ル
で
は
「
輔
安
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
組
織
さ
れ
て
、
万
民
共
同
会
以
来
と
言
わ
れ
る
一
大
救
国
運
動
が
起
こ
っ
た
が
、
こ
の
運
動
の
盛
り
上
が
り
の
背
景
と
し
て
次
の
二
点
に
注

蔑
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
、
第
一
に
は
、
軍
事
会
の
会
長
に
推
さ
れ
た
サ
始
晒
と
い
う
人
が
甲
午
農
民
戦
争
や
独
立
協
会
の
活
動
に
参
加
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

経
歴
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
運
動
が
従
来
の
反
封
建
・
反
侵
略
闘
争
の
伝
統
を
直
接
に
受
継
ぐ
性
格
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
第
二
に
は
、
反
対
運
動
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
が
要
求
し
て
い
る
荒
蕪
地
と
い
う
の
は
現
実
に
は
農
罠
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ち
が
薪
を
採
っ
た
り
、
草
を
刈
っ
た
り
し
て
利
用
し
て
い
る
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の

運
動
が
単
な
る
排
外
思
想
に
依
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
農
民
の
土
地
に
対
す
る
自
覚
の
高
ま
り
を
基
盤
と
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
日
本
も
広
範
な
斑
衆
運
動
の
前
に
、
遂
に
こ
の
要
求
を
撤
圓
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

①
「
〔
獣
税
業
革
〕
全
州
益
山
等
地
凶
六
百
除
石
到
工
漱
税
輩
？
酵
自
来
三
関
泳

　
燥
氏
家
闘
廻
収
税
♪
？
匪
謄
甲
午
以
後
耐
関
氏
外
新
式
準
依
・
で
辱
革
除
不
収
輩
0
4
ん
レ
・
」

引
当
許
雑
輩
畠
一
読
従
乱
作
好
罪
悪
或
典
洞
宅
州
或
明
礼
宮
d
属
す
0
4
豊
年
年
引
．

　
依
前
収
税
亡
貞
随
今
次
全
州
民
諸
本
其
豊
富
新
山
＆
唖
者
一
書
ン
9
日
関
氏
外
聞
甚

　
樗
然
♪
9
咋
一
辺
全
州
観
察
酬
荊
致
書
す
ユ
｝
辺
専
人
下
送
隠
隠
此
書
置
氷
革
別
も
・

　
◎
4
（
外
引
詐
」
（
『
皇
城
新
聞
繍
光
武
三
年
三
月
二
七
H
付
）

②
「
〔
駅
民
博
訴
〕
高
陽
郡
帆
規
駅
高
作
農
調
9
櫨
人
民
三
四
十
名
“
度
支
大
門
前
叫

　
斉
会
銑
確
等
訴
窟
三
無
親
鍵
事
由
を
問
嚢
臼
該
奄
賭
租
憂
代
銭
〇
一
三
昨
年
面
と

　
上
齋
＆
十
二
両
五
銭
所
9
一
銭
嵩
そ
十
一
導
引
エ
下
　
倫
老
七
両
五
銭
式
収
納
ぢ
、
尉
日
今

年
酬
と
前
例
甚
変
更
言
高
欄
租
十
三
斗
式
雄
鷹
捧
㌻
嚇
時
価
三
論
ン
9
馨
時
値
非
八

　
十
除
両
腰
量
0
1
Z
厘
成
川
浦
落
卦
唾
游
魚
舞
波
野
処
鋳
荒
陳
沙
石
之
地
酬
三
依
前

　
例
誹
咋
結
銭
遣
白
徴
詩
一
饗
エ
安
堵
貧
簗
讐
理
由
盛
無
計
ユ
至
愚
之
評
語
至
剛
故
三

　
冤
抑
馨
呼
訴
あ
募
掛
論
難
　
（
同
上
光
武
三
年
一
月
｝
八
日
付
）

③
「
〔
儒
書
彌
僧
〕
信
川
去
声
月
等
号
所
在
於
義
宮
庄
聖
書
監
官
金
已
渉
帳
外
去

　
年
秋
耐
永
税
豊
劉
改
斎
咋
毎
斗
落
囲
数
倍
加
捧
斎
と
故
塁
作
人
申
金
京
元
司
外
府

　
等
等
襟
飾
呈
訴
塾
慰
q
…
…
」
　
（
同
上
光
武
三
年
三
月
九
日
付
）

④
「
〔
半
ト
9
1
豊
実
〕
南
来
ム
剛
半
ト
鱗
語
義
難
解
嬰
σ
・
と
重
盗
藁
耐
嶺
俗
解
甲
午

　
以
前
例
レ
ら
沓
主
卦
作
人
切
秋
窒
熱
量
時
堅
塁
齢
祝
納
毎
負
吋
租
一
斗
呈
先
除
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藷
F
嘘
浄
人
。
貿
丘
轟
ユ
唱
納
税
林
山
9
嘱
其
実
そ
沓
広
宣
作
入
0
1
五
升
式
分
当
舷
造
d
外

　
其
時
情
況
ユ
皇
論
ぢ
虚
」
結
価
」
山
泥
団
七
八
銭
0
1
。
占
毎
斗
租
衝
」
ら
平
年
四
五
銭
列
不
．

　
過
愈
今
来
主
男
実
利
寿
朝
霧
瀞
9
自
臼
切
張
以
後
三
舞
負
事
」
」
三
銭
0
1
£
租
価
二
倍

　
騰
糾
養
畜
主
6
管
。
一
其
実
暴
利
幽
門
才
量
♪
9
ユ
作
人
酬
年
毎
負
税
租
五
升
式
収
取

　
宣
悼
渠
自
納
税
す
遡
其
利
涛
沓
主
d
制
全
帰
詣
9
・
ヒ
邸
啓
向
者
制
　
宮
内
府
側
耐
劉

　
軽
軽
也
重
質
室
呼
遣
悶
等
干
隈
齋
主
d
刈
甲
午
以
後
実
利
条
呈
打
算
収
捧
丘
蓼
ロ

　
詳
引
外
」
　
（
同
上
光
武
四
年
二
月
二
三
日
付
）

　
　
な
お
こ
の
半
ト
を
鯉
る
地
憲
と
小
作
人
の
争
い
に
つ
い
て
は
黄
鯛
『
梅
泉
野
録
』

　
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
慶
南
道
有
半
卜
之
擾
。
嶺
右
旧
俗
、
庄
主
与
佃
客
、

　
随
熟
均
分
。
門
出
踏
石
、
鋼
各
｝
石
、
三
廻
一
負
、
先
除
～
斗
租
、
以
団
結
税
。

　
心
匠
而
毎
一
撃
三
十
銭
。
租
則
価
騰
、
毎
斗
過
百
銭
。
於
是
庄
主
脅
細
口
、
毎
負

　
収
租
五
升
、
替
納
三
十
銭
、
而
舐
其
麗
。
閲
里
愚
智
。
故
自
宮
内
府
門
派
員
、
欲

　
推
刷
寓
斑
之
利
。
富
民
碍
動
、
朋
庄
園
諺
、
有
激
変
墨
形
。
李
坂
鋳
覇
業
調
搦
、

　
僅
得
鎮
定
。
差
瞬
習
之
難
変
類
此
。
」
（
光
武
四
年
庚
子
、
『
韓
国
史
料
叢
霞
』
版
、

　
二
匹
八
頁
）

⑤
　
前
掲
『
朝
鮮
ノ
小
作
遡
行
　
上
』
七
六
七
頁
よ
り
要
約
。

⑥
金
聾
墜
氏
の
前
掲
「
韓
末
・
日
垂
下
の
地
主
鰯
－
事
例
ご
で
紹
介
さ
れ
て

　
い
る
江
堀
金
氏
の
地
主
経
営
に
は
、
こ
の
よ
う
な
点
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

⑦
例
え
ば
、
光
武
二
年
一
一
月
一
［
日
付
「
手
舞
足
躍
」
、
岡
三
年
三
月
八
艮
付

　
潔
単
税
勒
徴
」
、
　
同
六
月
一
日
付
「
盗
有
雑
税
」
、
　
岡
七
月
二
九
賑
付
「
ム
ヲ
粛
正
押
祝
」
、

　
同
八
月
…
一
日
付
「
民
擾
消
息
」
等
々
の
記
審
。

⑧
空
想
的
社
会
主
義
の
様
相
も
帯
び
て
い
た
と
言
わ
れ
る
注
罠
す
べ
き
農
民
闘
争

　
で
あ
る
。
そ
の
活
動
及
び
思
想
に
つ
い
て
は
姜
在
彦
『
朝
鮮
近
代
史
研
究
』
　
（
…

　
九
七
〇
年
）
二
二
穴
～
八
頁
、
同
「
『
活
盆
党
』
闘
争
と
そ
の
思
想
」
　
（
『
思
想
』

　
五
五
六
、
五
五
七
号
所
収
、
一
九
七
〇
年
）
に
詳
し
い
。

⑨
　
前
掲
『
韓
単
島
価
七
七
頁
。

⑩
　
　
『
皇
城
新
聞
』
光
武
二
年
一
〇
月
一
二
日
付
。

⑪
　
～
八
世
紀
前
半
の
著
で
あ
る
李
重
燥
『
択
盤
志
』
の
ト
居
総
論
生
利
条
に
「
国

　
中
題
言
切
土
、
惟
全
羅
道
南
原
斜
張
、
慶
尚
道
星
州
晋
州
等
処
、
水
田
種
一
斗
、

　
最
上
者
収
一
百
四
十
斗
、
確
者
収
百
斗
、
最
下
者
収
八
十
斗
。
除
邑
不
能
尽
然
。
」

　
と
あ
る
。

⑫
　
許
宗
浩
前
掲
論
文
、
及
び
金
歯
婆
「
本
宮
黒
土
の
細
戸
経
済
と
そ
の
成
長
t

　
載
寧
除
勿
坪
庄
土
を
中
心
に
」
（
『
三
二
亜
研
究
』
一
九
所
収
、
一
九
穴
五
年
。
同

　
氏
著
『
朝
鮮
後
期
農
業
央
研
究
一
農
村
経
済
・
社
会
変
動
』
…
九
七
〇
年
、
に

　
再
録
）
。

⑬
　
　
『
通
商
彙
纂
』
一
九
〇
四
年
五
三
号
所
収
、
「
韓
国
上
清
」
三
七
～
八
頁
。

⑭
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
勢
晒
爽
「
良
本
人
の
荒
蕪
地
開
拓
権
要
求
に
つ
い
て

　
一
一
九
〇
四
年
長
森
名
儀
の
委
任
契
約
企
図
を
中
心
に
」
　
（
歴
史
学
会
編
『
歴

　
史
学
報
』
第
二
二
輯
所
収
、
一
九
穴
四
年
）
に
詳
し
い
。

⑮
「
前
議
官
郷
誉
朝
・
前
参
奉
崔
東
植
・
儒
生
金
箕
佑
・
郷
東
蒋
等
、
糟
糠
勒
借

　
陳
荒
地
、
抗
議
沮
格
、
通
文
十
三
道
、
斉
会
京
師
。
…
…

　
　
京
師
民
、
設
保
安
会
、
黒
星
始
嫡
為
会
長
。
自
暴
薯
中
等
通
文
以
後
、
宰
臣
李

　
健
夏
・
朴
箕
陽
等
章
疏
争
之
、
前
議
官
歩
乗
・
前
主
菰
李
沃
等
、
設
疏
庁
、
建
会

　
議
所
。
京
郷
会
者
数
万
人
、
推
申
箕
善
為
会
長
、
箕
華
麗
応
。
以
裕
更
代
之
、
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ぬ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
へ

　
寅
通
辞
。
最
後
始
姻
主
管
、
蓋
非
乗
出
意
也
。
始
嫡
与
吉
姻
、
甲
午
入
東
学
、
己

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
む
　
　
あ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
亥
入
山
立
会
、
坐
是
玖
珂
、
至
是
楽
為
之
趨
焉
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
で
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
倭
公
使
林
権
助
還
至
京
師
。
時
大
小
民
人
、
以
陳
荒
許
墾
事
、
群
議
鼎
沸
、
不

　
ヘ
　
　
ミ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
マ

　
期
而
会
者
、
日
数
万
計
。
自
外
部
再
誕
倭
巌
々
、
亦
数
十
勲
、
倭
亦
厭
苦
之
。
」

　
（
前
掲
『
梅
泉
野
録
』
光
武
八
年
甲
辰
、
三
一
〇
、
三
一
二
頁
）

⑯
前
註
参
照
。

⑰
　
前
掲
勢
嫡
爽
論
文
七
〇
頁
参
照
。
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朝鮮甲午改革以後の商業的農業（宮嶋）

展

望

　
日
清
戦
争
以
後
、
朝
鮮
が
日
本
の
半
植
民
地
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
従
来
の
わ
が
国
の
学
界
に
お
け
る
定
説
で
あ
っ
た
。
確

か
に
政
治
的
・
軍
事
的
に
は
日
本
の
影
響
力
は
次
第
に
決
定
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
経
済
面
（
特
に
そ
の
根
幹
部
門
で
あ
る
農
業
経
済
面
）

で
は
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
影
響
力
は
未
だ
極
め
て
弱
体
で
あ
っ
た
。
否
、
む
し
ろ
商
品
経
済
化
の
進
展
に
自
ら
対
応
し
て

い
こ
う
と
す
る
農
民
た
ち
の
営
み
は
、
様
々
な
困
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
根
強
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
小
商
品
生
産
者
的
な
性
格
を

帯
び
た
新
し
い
農
民
層
（
自
小
作
上
農
1
1
富
農
層
）
の
広
範
な
始
頭
さ
え
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
を
中
核
と
し
て
、
農
民
の
土

地
耕
作
権
1
1
事
実
上
の
農
民
的
土
地
所
有
権
の
発
展
を
目
指
す
多
様
な
闘
争
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
事
態
は
日
本
の
朝
鮮
植
民
地

化
の
意
図
と
は
決
定
的
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
従
っ
て
、
日
露
戦
争
や
一
九
〇
七
年
の
第
三
次
日
韓
協
約
に
よ
り
朝
鮮
の
政
治
・
軍
事
・
外
交
権
を
ほ
ぼ
完
全
に
掌
中
に
納
め
た
日
本
が
、

朝
鮮
の
農
業
構
造
を
自
己
の
要
求
に
見
合
う
形
に
再
編
し
よ
う
と
し
た
際
の
基
本
的
課
題
は
、
次
の
諸
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
、

第
一
に
、
農
業
の
商
品
経
済
化
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
り
流
通
過
程
か
ら
の
生
産
者
支
配
を
強
化
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
農
業
生
産
発
展
の
主
要

な
担
い
手
で
あ
っ
た
自
小
作
上
農
（
陪
富
農
）
層
を
解
体
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
自
己
に
都
合
の
良
い
農
業
構
造
（
米

・
棉
花
輸
出
、
綿
製
贔
輸
入
、
臼
本
人
の
土
地
所
有
へ
の
進
出
）
に
改
変
す
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
果
た
す
べ
く
、
一
九
〇
五
・
六
年
頃
か
ら
様
々
な
政
策
が
日
本
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
の
下
で
自
小
作
上
農
討
富

農
層
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
従
来
の
農
業
構
造
は
急
激
に
再
編
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
一
九
一
〇
年
に
始
ま
る

「
土
地
調
査
事
業
」
の
歴
史
的
前
提
条
件
の
形
成
過
程
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
具
体
的
な
過
程
と
、
そ
れ
が
以
後
の
日
本
に
よ
る
朝
鮮
植
民
地
支

配
を
い
か
に
規
定
づ
け
た
か
等
の
問
題
の
究
明
は
、
本
稿
の
テ
…
マ
の
範
囲
を
既
に
超
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る

こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
兵
薙
県
學
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A　Study　of　the　Documents，　used　as　the　Canvas　ef

　　　　　・Torigedachi－Oitna－Byobu’鳥毛立女屏風

　　　　　　　　　Oll　the‘Kai－Shira8i－Monoge　’買新羅物解

　　　　　　by

Haruyuki　Tono

　　To　the　screens‘Torigedachi－Onna－Byobu’，　the　documeRts　wasted　in

4Tempyo－Shoho天平勝宝are　used　as　their　canvas．　They　are　called　the

Shosoin正倉院documents，　a　part　of　vLThich　is　published　as‘Kaimono－

Moshiakecho’買物申請帳or　Kaishirag’i一㎜％α9〆．

　　These　documents　of　the　trade，　1　tliink，　are　originally　presented　to

‘Ofeurasho　’：大蔵省or‘Kuraryo’内蔵寮by　the　nobles　to　import　tlユe　goods

brought　by　the　envoy　of　Shiragi新羅in　4　TemPyo－Shoho．　They，　after

having　been　scrapped，　are　seRt　from‘Kblraryo’to‘G盈os砺’画工司or

‘Tafeumiryo’内匠寮to　use　for　that　purpose．

　　According　to　them，　the　imported　ardcles　on　the　whole　consist　of　the

speciality　iB　Shiragi，　the　goods　of　T”ang唐and　that　of　the　South　Asia

transported　through　T’ang；　which　reveals　that　the　Shiragis　have　car－

ried　on　commerce　from　eighth　century　ill　the　East　China　Sea東シナ海．

We　must　accordingly　pay　much　attentioB　to　the　Japanese　relation　to

Shiragi　in　view　of　the　absorption　of　foreigエ1　cultures．

Capitalist　Agriculture　after　the　Kabo－Reform甲午改革

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Korea

　　　　　　　　　　ACase　Study　of　Sannam二野Province

　　　　　　　by

Hiroshi　MiyaPma

　　In　the　modern　Koreaft　history　the　year　1894　was　an　epoch－making

one　that　was　marked　by　the　Kabo　peasant　war　and　the　Kabo－Reform

urged　by　it．　This　article　deals　with　the　rural　economics，　the　most

important　determlning　factor　in　the　Korean　kistory　after　the　Kabo，　by

the　ana！ysis　of　a　development　of　tlie　capitalist　agricu｝ture　in　the　San－

nam　province．　This　study　makes　use　of　the　census，　the　newspapers

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（926）



and　the　research　by　the　Japanese，　and　shows　as　follows：1）　after　tke

Kabo　the　capitalist　agriculture　was　more　advanced　in　iinany　fields　than

would　be　at　the　period　of　the　AnnescationげKorea　by　Jmpan日韓併合；

2）　it　was　a　class　of　a　part　owning　rich　farrner　thae　spread　the　capitalist

agriculture；　and　3）　they　aimed　at　a　proprietary　of　the　land．　And　tlie

forcible　land　research　as　a　fundamental　precess　of　the　colonization　of

Korea　by　the　Japanese　imperialism　would　be　rnade　possible　only　by　a

dissolution　and　re－organization　of　such　a　capitalist　agriculture　after

the　Kabo．

Cambridge　URiversity　and　King’s　Hall

　　　　　　　　　in　the　Middle　Ages

　　　　　　by

Toshiaki　Suzul〈i

　　The　object　of　this　essay　is　to　illustrate　the　Cambridge　University　in

the　middle　ages　from　three　kinds　of　aspect．　The　first　is　to　make　clear

of　the　obscure　origin　of　tke　University　of　Cambridge　by　the　more　con－

crete　evidences．　The　second　is　to　modify　the　accepted　theory　establ－

ished　by　H．　Denifie　and　H．　Rashdall，　that　the　Carnbridge　University　in

the　13th　and　14th　cen£uries　was　the　insignificant　third－rate　one，　by　mak－

ing　use　of　the　new　material　which　was　discovered　at　Angelica　library，

Rome，　in　1963．　The　third　is　to　get　glance　at　the　character　of　this

University　in　the　14th　and　15th　centuries　tltrough　the　history　of　King’s

Hall，　one　of　the　medieval　colleges，　which　was　founded　by　king　Edward

II　in　1317　and　was　amalgamated　in　Trinity　College　by　1〈ing　Henry　VIII

in　1546．　And　in　this　essay　this　University　and　this　college　are　con－

cluded　to　be　not　only　signlficant　and　well　kRown　inst2tntion　but　also，　in

the　special　reference　with　the　latter，　the　£raining　foundation　of　royal

oMcials　in　the　later　middle　ages．
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